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平成２８年度

第３回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

第２号議案 大分県社会教育委員の委嘱について

（２）報 告

①平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う災害情報及び対応状況

について

②平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験実施要項について

③平成２８年３月高等学校新規卒業者の就職状況の推移について

④県立高校農林水産系学科の取組について

⑤平成２８年度大分スーパーサイエンスコンソーシアム開始式及び

グローバルリーダー育成塾について

（３）協 議

①平成２８年度海事職採用選考の実施について

（４）その他
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【内 容】

１ 出席者

教育長 工 藤 利 明

委 員 委員 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 松 田 順 子

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

欠席委員なし

事務局 教育次長 宮 迫 敏 郎

教育次長 岩 武 茂 代

教育次長 木 津 博 文

教育改革・企画課長 能 見 駿一郎

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務課財務企画監 首 藤 圭

福利課長 中 村 均 子

義務教育課長 米 持 武 彦

生徒指導推進室長 樋 口 哲 司

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 姫 野 秀 樹

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 佐 藤 晃 洋

体育保健課長 井 上 倫 明

屋内スポーツ施設建設推進室長 山 上 啓 輔

教育改革・企画課主幹 伊 藤 功 二

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 ４ 名
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開会・点呼

（工藤教育長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２８年度 第３回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（工藤教育長）

本日の議事録の署名委員でございますが、岩崎委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（工藤教育長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりです。

会議の終了は１５時０５分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（工藤教育長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案、第２号議案及び協議の①については、人事に関する案件

ですので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項た

だし書の規定により、これを公開しないことについて委員の皆さんにお

諮りいたします。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第１号議案、第２号議案及び協議の①については、非公開

といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う災害情報及び対応状況について

（工藤教育長）

それでは、報告第１号「平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う

災害情報及び対応状況について」能見教育改革・企画課長から報告いた

します。

（能見教育改革・企画課長）

報告第１号「平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う災害情報及

び対応状況について」報告いたします。

前回４月１９日の教育委員会会議において地震の概要及び地震発生直

後の被害状況についてご報告したところですので、今回はその後の状況

や県教育庁の対応状況について説明いたします。

資料１ページをご覧ください。「２ 教育関係災害情報」ですが、前

回報告と同様に、学校管理下における児童生徒等の人的被害については

確認されておりません。

「２．学校、施設、文化財等の被害状況」ですが、昨日現在で取りま

とめております。「（１）学校」については、時間の経過につれて詳細な

現地確認が行われた結果、新たな被害が報告され、幼稚園から特別支援

学校まで計８３件の被害が確認されております。これは４月１９日の報

告から３７件の増加となっています。詳細は４ページから５ページにか

けて「別添１」を付けていますが、主に校舎や校庭の亀裂、窓ガラス破

損等の一部損壊です。

次に「（２）社会教育施設等」ですが、詳細は６ページから７ページ

の「別添２」をご覧ください。県立図書館や県立総合体育館等の県管理

施設、市町村の公民館や体育施設等の市町村管理施設、併せて５２件の

被害が確認されています。これは前回より３２件増えています。「（３）
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文化財」については、詳細は８ページから９ページにかけて「別添３」

を付けています。国指定文化財の一部損壊１２件など計３６件が確認さ

れています。比較的被害の大きい箇所につきましては、別冊で写真を添

付しております。回覧しますのでご覧いただければと思います。

次に「３．学校・施設の休校等」ですが、地震発生直後の１８日（月）

から２２日（金）までの間、点線枠内に記載のとおり臨時休校の措置が

取られました。２５日（月）からは一部学校で耐震工事未了のため場所

を替えて授業を行っている学校がありますが、すべての学校で通常通り

の登校となっています。

次に「４．県教育庁の主な対応」ですが、これまで被害情報の収集と

合わせ、「児童生徒、学校施設等の安全・安心の確保」を最優先に、「児

童生徒等の心のケア」、「就学機会の確保」、「被災文化財の状況把握、復

旧支援」等に対応してきたところです。主なものとしては、「安全・安

心の確保」では、文科省通知を受けて、施設の安全確保等について県立

学校、市町村教育委員会に連絡・要請するとともに、地震発生直後の土

日における各種大会や部活動の自粛を要請しています。また、「児童生

徒の心のケア」については、被災地域の県立学校や市町村教育委員会に

対してスクールカウンセラーの緊急派遣の打診を行い、既に由布高校や

由布支援学校、竹田、日田、由布、玖珠の各市町に増員派遣を行ってお

ります。被災文化財については、４月２５日、２６日の両日、文化庁と

共同の被害確認調査を実施したところです。

「その他の対応」としましては、４月２７日に岩武教育次長及び関係

課長が文科省関係部局へ被害状況・対応状況の報告に出向いたほか、４

月２９日の安倍総理来県の際には、学校施設や文化財の復旧支援を含め、

県として緊急要望を行いました。

最後に「５．その他」ですが、主なものとして、熊本県からの被災に

よる転入や一時避難に伴う体験入学として昨日現在で計１７名を受け入

れております。３つ目の「○」、全国学力・学習状況調査では、竹田市、

由布市、九重町の計３０校において当日の実施が見送られ、後日実施済

となっています。

以上、地震に伴う教育関係の被害及び対応状況について報告させてい

ただきました。今後とも国の支援も得ながら、復旧・復興に万全を期し

てまいります。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（林職務代理者）



- 6 -

香々地青少年の家について、国東半島地域は震度４くらいだったと思

いますが、今回被害が出ており､全体的な改修が必要なのかなと思いま

したが、どうでしょうか。

（曽根﨑社会教育課長）

香々地青少年の家では、特に大きな被害はありませんでしたが、雨漏

りが起きていることから、そういった箇所を応急的に処置をして対応し

ていきたいと考えています。震源から遠いということもあって、すでに

学校の利用が進んでいます。

（林職務代理者）

地震の影響で雨漏りするようになったということでしょうか。

（曽根﨑社会教育課長）

雨漏りは地震の前も少しあり応急処置をしていましたが、地震の影響

でまた雨漏りがするようになったということです。

（高橋委員）

施設面の被害はわかりましたが、子どもたちの心理的な影響は出てい

ないですか。

（樋口生徒指導推進室長）

面接を行った児童生徒の様子を伺いますと、夜眠れなかったり、食が

細くなったり、親に甘えがちになったりといった部分もありましたが、

カウンセリングを続けるうちにだいぶ回復しつつあると判断していると

ころです。

（高橋委員）

熊本の方では授業を再開した後、子どもたちに心理的な影響もあるよ

うなので、できるだけそういったサポートをお願いしたいと思います。

（岩﨑委員）

児童生徒、学校施設の安全・安心の確保として、文科省通知が出され

ているようですが、この具体的内容について教えてもらえますか。

（能見教育改革・企画課長）

確認の上、後ほど説明させていただきます。

（岩﨑委員）

耐震化がだいぶ進んだことから、被害がこの程度でとどまったと考え
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られますので、この点は評価できると思います。なお、建物等が被害を

受けていて、今後余震等で倒壊するようなことがあると大変ですので、

専門家の調査や検査のようなものが必要ではないかと思いますが、それ

ぞれの学校施設等について、そういった調査は行われているのでしょう

か。安全性の確保はどのように行われるのでしょうか。

（首藤教育財務課財務企画監）

文部科学省で専門家の派遣が決まっており、５月下旬に建築の専門家

が被害の大きいところや、構造体の被害が懸念されるところについて調

査をする予定となっています。主に県立学校につきましては、当課に建

築士がいますので、被害の大きいところは見て回っています。県立学校

の中では、構造体まで影響が及んでいるような被害は現在確認されてい

ません。

（工藤教育長）

熊本も含めて全体の被害を見た上で、国としてどう対応するかという

ことが出されるのではないかと思います。私も現地を見させていただき

ましたが、今のところはこの程度で収まっているということだと思いま

す。

②平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験実施要項について

（工藤教育長）

次に、報告第２号「平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験

実施要項について」藤本教育人事課長から報告いたします。

（藤本教育人事課長）

報告第２号「平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験実施要

項について」報告いたします。

４月に２度教育委員会会議でご協議をいただいた平成２９年度大分県

公立学校教員採用選考試験の実施要項がお手元の冊子のとおりにまとま

りました。５月６日に県教育委員会のホームページで公表するとともに、

同日午後報道発表、５月９日午後から実施要項の配布を行っています。

お手元に別冊でお配りしております募集案内とともに、県内外の受験

希望者を対象に開催する実施要項説明会で資料として配布し、試験内容

の周知を図るとともに受験者数の確保につなげたいと考えています。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある
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方はお願いします。

（工藤教育長）

ございませんでしょうか。

では、次の報告に移ります。

③平成２８年３月高等学校新規卒業者の就職状況の推移について

（工藤教育長）

次に、報告第３号「平成２８年３月高等学校新規卒業者の就職状況の

推移について」姫野高校教育課長から報告いたします。

（姫野高校教育課長）

報告第３号「平成２８年３月高等学校新規卒業者の就職状況の推移に

ついて」報告いたします。

資料の「１ 就職内定率推移（月別）」をご覧ください。この表は就

職内定率の月毎の推移をあらわしたものです。３月末の就職内定状況は

９９．２％であり、昨年度比０．１％の上昇となりました。これは、景

気の回復基調による求人数の増加もありますが、各学校において生徒の

希望進路に応じたきめ細やかな指導の成果であると考えています。

次に、「２ 県内就職状況」についてです。就職内定者のうち県内で

内定した者の割合は７３．８％で、昨年度同期と比べ０．８％の上昇と

なっています。

次に、「３」の表は就職未内定者数を月毎に表したものです。３月末

の未内定者数は２２名となっており、昨年度より２名の減少となってい

ます。４月の調査によりますと、未内定者の２２名の内２名が内定して

おり、未内定者については卒業後も各学校の卒業生相談窓口等が中心と

なり、生徒の希望進路達成に向け、ハローワークや支援サポートセンタ

ーと連携し、引き続き就職支援を行っているところです。

昨年度は資料下に記した①～④を実施し、生徒の就職支援を行いまし

た。このうち①～③は当課と大分労働局、商工労働部との連携で取り組

んでいるものです。

本年度も各学校が生徒一人一人の進路希望の実現に向け、きめ細やか

な進路指導を行えるよう支援してまいります。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。
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（高橋委員）

熊本地震の影響で別府の観光関係の職種で就職内定率が落ちるかもし

れませんので、観光関係の就職活動を行っていく場合、商工労働部等と

連携を密にして、フォローアップしていただきたいと思います。

（姫野高校教育課長）

先日、大分労働局、経済団体、商工労働部、教育委員会等で構成する

新規高等学校卒業者就職問題連絡会議がありました。その会議において

も、委員がおっしゃったように、生徒の就職に熊本地震の影響がないよ

う協議等がありました。今後、各企業にお願いしていきたいと考えてい

ます。

（高橋委員）

よろしくお願いします。

（林職務代理者）

今回、報告があった就職状況には、例えば実家の家業を継ぐ生徒も含

まれているのでしょうか。それとも、企業に就職した生徒だけでしょう

か。

（姫野高校教育課長）

この資料は大分労働局のデータを元にしていますので、紹介就職の生

徒のみとなっています。

（林職務代理者）

未内定者の２２名は紹介就職を希望していたけれども、残念ながら決

定しなかったということですか。

（姫野高校教育課長）

はい、そうです。

④県立高校農林水産系学科の取組について

（工藤教育長）

次に、報告第４号「県立高校農林水産系学科の取組について」姫野高

校教育課長から報告いたします。

（姫野高校教育課長）

報告第４号「県立高校農林水産系学科の取組について」昨年度から取

り組んでおります「地域産業を担う農林水産高校生育成事業」の１年間
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の成果を報告いたします。

資料１ページ「取組内容」の「１」をご覧ください。まず、各学校に

生産者や企業、行政、学校による成長産業化推進リーダー育成協議会を

設置し、地域産業界との協力体制の構築を目指し取組を進めました。

資料２ページをご覧ください。これは昨年度の１年間の取組を冊子と

して整理し、各学校の取組を知ってもらうために農林水産部などの関係

機関に配布したものです。

資料７ページをご覧ください。農林水産系学科の設置校と学科名、そ

こで学習できる内容と地域の特産品、また、右下には各校における特色

づくりを記載しています。今後も地域産業界と連携して各地域の特色を

活かした特産品の学習が行われるように進めていきたいと考えていま

す。

８ページからは、各学校の昨年１年間の主な取組を載せています。例

えば、国東高校ではアレグリーという会社と連携しコネギ栽培の見学や

実習を行いました。大分東高校では、小学校との連携ということで、リ

ボーンベジタブルの活動を行っています。以下、農林水産系高校の振興

局との連携、出前授業などの取組を紹介して、学校ごとの取組内容を共

有できるような冊子としています。

２３ページには振興局の配置の状況、２４ページには就農学校・ファ

ーマーズスクールの設置状況を掲載しています。２７ページ以降は各学

校のホームページに掲載している学校案内を載せています。

資料１ページにお戻りください。以上のような取組の成果を３点まと

めています。１つ目は、地域との連携の強化や学校の特色作りに向けた

体制が構築されたこと、２つ目として、各学校が切磋琢磨し大会等で上

位入賞をねらう雰囲気が醸成されてきたこと、３つ目として、農業科か

ら国公立４年制大学へ平成２３年以来４年ぶりに合格者があったこと、

この３点を成果としてあげています。

委員の皆様のお手元に「リーダーシップ」という冊子をお配りしてい

ます。これは全国９万人の農業クラブ員の会員誌ですが、その中に大分

県から２校、玖珠美山高校と大分東高校の取組が紹介されておりますの

で、ご覧いただければと思います。玖珠美山高校はバークを活用した循

環型農業の研究、大分東高校は先ほども紹介させていただきました野菜

の再生栽培による生ゴミ減量についての研究です。このように同一県か

ら２校が掲載されることはめったにないため、紹介させていただきまし

た。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。
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（松田委員）

すでに進路指導として発信していると思いますが、中学生の募集に関

するＰＲについて、もっと中学生が行きたいと思うような発信が必要で

はないかと思います。高校生は大学の資料を見ていますが、中学生も高

校の資料を見ていますので、中学生が見て、行きたいと思うようなこと

をＰＲすればよいと思います。

また、玖珠美山高校は、玖珠農業高校の頃から近隣の幼稚園や保育園

を訪問し、子どもたちや先生方に花づくりや土いじりなどの指導をして

おり、この活動がすごく喜ばれています。小さい頃から農業に親しむと

いう取組のおかげで、子どもたちが花づくりなどを喜んで行うようです。

それが玖珠美山高校への進学につながるところがあるのかどうかはわか

りませんが、こういった取組を学校挙げて行ってほしいと思います。

（姫野高校教育課長）

研究してまいりたいと思います。

（林職務代理者）

農業大学校との連携が全県下で進んでいると思いますが、高校生にと

って農業大学校とはどのような位置付けになっていますか。

（姫野高校教育課長）

農業高校では、３年間チームで農業の課題研究であったり、栽培を学

んだりしていますが、農業大学校では、個人で一つの圃場やハウスで実

践的な研究などを行っています。農業高校には、農業大学校は高いスキ

ルを学びに行くところという位置付けがあります。また、最近では、農

業大学校で学びたいという普通科出身の生徒も増えています。

⑤平成２８年度大分スーパーサイエンスコンソーシアム開始式及びグローバル

リーダー育成塾について

（工藤教育長）

次に、報告第５号「平成２８年度大分スーパーサイエンスコンソーシ

アム開始式及びグローバルリーダー育成塾について」姫野高校教育課長

から報告いたします。

（姫野高校教育課長）

報告第５号「平成２８年度大分スーパーサイエンスコンソーシアム開

始式及びグローバルリーダー育成塾について」報告いたします。

資料２ページをご覧ください。「大分県からノーベル賞科学者を！」
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を合い言葉に大分県の理数教育の充実・発展のため、平成２２年度にＳ

ＳＨ(スーパーサイエンスハイスクール)である大分舞鶴高校が拠点とな

って、大分上野丘高校、大分豊府高校の３校３０人でスタートした取組

です。枠の中に書かれていますように、「科学講演会」や「県外科学研

修」、「課題研究」に生徒が取り組みます。昨年度は、１９校１６５人ま

でその輪が広がりました。平成２８年度のスタートにあたる開始式を５

月１４日（土）に大分県教育センターで実施いたします。現時点では、

資料段階よりも２校増え、２１校２２５人の参加となる予定です。「５

日程」にありますように、「科学特別講演会」、その後「開始式」とい

う企画をしていますので、教育委員の皆様方におかれましても、ご都合

がつきましたら、ご参加いただければと思い紹介させていただきました。

続いて、資料３ページ「グローバルリーダー育成塾」について説明い

たします。この育成塾は、本年度から実施する「グローバル人材育成推

進事業」の中心に位置付けられるもので、年間５回にわたり、世界へ挑

戦するリーダーとしての素養の育成に向けて、世界で活躍する講師によ

る講演や、生徒同士の意見交換、東京研修等を実施するものです。第１

回については、５月２２日（日）に県庁舎新館大会議室で実施いたしま

す。内容につきましては、基調講演としてグーグル日本法人元名誉会長

の村上氏を講師に迎え基調講演を行います。その後、大分上野丘高校の

生徒によるスーパーグローバルハイスクールの取組についての発表が行

われます。また、午後には「私たちが考える大分県のグローバルプラン」

と題しまして、大分県の海外戦略やグローバル人材育成について高校生

の視点での協議を行います。その後、発表・提言を行い、広瀬知事から

講評をいただく予定になっています。４ページ以降につきましては、こ

の後実施される５回分の内容を示しています。高校生による熱心な協議

が行われると思いますので、委員の皆様方のご参加もお待ちしておりま

す。よろしくお願いいたします。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（林職務代理者）

資料４ページの第２回で講演が予定されている国際協力関係機関職員

というのは、どのような方に依頼するのですか。

（姫野高校教育課長）

今考えているのはＪＩＣＡの職員等です。また、先日実施した留学フ

ェアでは、在福岡オーストラリア領事館の方に講師をお願いしました。

こうした方々にお話をしていただければと考えています。
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（首藤委員）

参加する際には、意思表示が必要ですか。

（姫野高校教育課長）

特に必要ございませんが、希望がございましたら、ご連絡いただけれ

ばと思います。

（工藤教育長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

【その他】

①平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う災害情報及び対応状況について

（能見教育改革・企画課長）

先程、「報告①」で岩﨑委員からご質問のありました文教施設の安全

確保に関わる文科省通知について報告いたします。

正確には４月１５日付けで事務連絡が出ています。内容につきまして

は、各設置者において被災の状況等の実情に応じて天井材、照明器具等

の非構造部材の落下等による二次災害の防止のため、施設・設備の安全

点検等をできるだけ早急に行い、安全性の確保に努めていただきたいと

いう内容になっています。この事務連絡を受けまして、教育財務課から

県立学校、市町村教育委員会に対して連絡・要請しています。

（松田委員）

南海トラフ地震に対しては、大分県もかなり用意周到に準備をしてい

ると思いますが、多くの学校が避難所に指定されていて、学校が授業を

再開する際に避難所の扱いが難しいことから、教育関係として学校教育

と避難所の在り方等を考えてもいいのかなという気がしています。例え

ば、アメリカでは避難所として病院等に大きい船を準備している例もあ

ると聞きますし、できるだけ学校教育に支障のないような避難所につい

ても少し考えていかなければいけないのかなと思います。

（工藤教育長）

まだ完全収束とはいきませんが、災害対策本部会議を１０回開催し、

また関係部長会議も数回開く中で、課題や改善点等についていろいろ気



- 14 -

付くところがあります。今後、そういったところを調整して改善してい

くことになると思います。今回、大きな地震が２回続けて来たというこ

とで、これまでと状況がちょっと違う面もあります。ハード面や子ども

たちに対する対処の仕方、避難誘導等のソフト面の在り方等でいろいろ

見えてきた部分もあり、これは教育委員会だけでなく、県庁全体で一度

整理することになると思います。

（首藤委員）

これは、教育委員としては言いにくいんですが、まずは児童生徒のこ

とが最優先だろうと思いますけれども、教職員の中には被災地で単身で

アパートを借りたり、家族で湯布院や庄内等に引っ越して住んでいる方

もいて、その中には２度の地震で家の中は目茶苦茶になっても、まずは

学校（が優先）ということで奥さんの実家に移って、そこから通勤して

いる人もいます。湯布院に勤めている店員さんなど会社員の方々は､そ

の間だけは通勤費や住居手当など別に出すなど、二重に手当を出してい

るところもあるようです。県や市町村の教育委員会でも、難しいとは思

いますが、そういった各個人個人の事情を調査をして、特別な手当が必

要な人に対しては手当をお願いしたいと思います。

（工藤教育長）

教育人事課長から、その点について何か考えはありますか。

（藤本教育人事課長）

今回の地震で､高速道路が通行できなくなったことに伴って通勤経路

が変更した場合の通勤手当の考え方についての通知は出していますが、

住居の変更については通常の対応になると思います。

（工藤教育長）

他にございませんでしょうか。

では、先に非公開と決定しました議事を行いますので、関係課室長の

み在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 教職員の懲戒処分について
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（工藤教育長）

それでは、第１号議案「教職員の懲戒処分について」提案しますので、

藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第１号議案の承認についてお諮りいたします。第１号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

第２号議案 大分県社会教育委員の委嘱について

（工藤教育長）

次に、第２号議案「大分県社会教育委員の委嘱について」提案します

ので、曽根﨑社会教育課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第２号議案の承認についてお諮りいたします。第２号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）
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（工藤教育長）

第２号議案については、提案どおり承認します。

【協 議】

①平成２８年度海事職採用選考の実施について

（工藤教育長）

それでは、協議の①「平成２８年度海事職採用選考の実施について」

藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、今回の協議の結果も踏まえながら、進めてまいりたいと思

います。

（工藤教育長）

それでは、最後にその他、何かございませんか。

ないようですので、これで平成２８年度第３回教育委員会会議を閉会

します。

お疲れ様でした。



平成28年度第3回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２８年５月１０日（火）

１３：３５～１５：０５

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

第２号議案 大分県社会教育委員の委嘱について

（２）報 告

①平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う災害情報及び対応状況

について

②平成２９年度（平成２８年度実施）教員採用試験実施要項について

③平成２８年３月高等学校新規卒業者の就職状況の推移について

④県立高校農林水産系学科の取組について

⑤平成２８年度大分スーパーサイエンスコンソーシアム開始式及び

グローバルリーダー育成塾について

（３）協 議

①平成２８年度海事職採用選考の実施について

（４）その他

４ 閉 会



平成２８年４月１６日以降発生の地震に伴う災害情報及び対応状況について

１ 地震の概要

平成２８年４月１６日（土）０１時２５分発生

震源地 熊本県熊本地方 Ｍ７．３（暫定）

震度６弱 別府市、由布市

震度５強 豊後大野市、日田市、竹田市、九重町

震度５弱 大分市、臼杵市、津久見市、佐伯市、玖珠町

２ 教育関係災害情報及び対応状況 （平成２８年５月９日現在）

１．児童生徒等の人的被害

（学校管理下における）人的被害なし

２．学校、施設、文化財等の被害状況

（１）学校 〔計：８３件〕 （別添１）

幼稚園 一部損壊 ４件 高等学校（県立）一部損壊 １５件

小学校 一部損壊 ２７件 （市立）一部損壊 １件

中学校 一部損壊 １７件 （私立）一部損壊 ５件

学校給食施設 その他被害 ３件 特別支援学校 一部損壊 １１件

（２）社会教育施設等 〔計：５２件〕 （別添２）

県管理 一部損壊 ５件 市町村管理 一部損壊 ４７件

（３）文化財 〔計：３６件〕 （別添３）

国指定文化財 一部損壊 １２件 県指定文化財 一部損壊 １７件

国登録文化財 一部損壊 ７件

３．学校・施設の休校等 （４月２５日以降 臨時休校等の学校・施設はない）

【学校】

（臨時休校）

１８日（月）
臨時休校３６校 （公立：幼９、小１７、中４、高４、特１、私立：高１）

※由布市立、九重町立の全ての幼・小・中学校臨時休校

別府青山・翔青、由布、玖珠美山、三重総合高校久住校 臨時休校

由布支援学校、別府溝部学園高校 臨時休校

１９日（火）

臨時休校３２校 （公立：幼５、小１８、中７、高１、特１）
※竹田市立、九重町立の全ての幼・小・中学校 臨時休校

別府羽室台高校、由布支援学校 臨時休校

２０日（水）～ ２１日（木）

臨時休校 １校 （公立：特１）

※由布支援学校 臨時休校

２２日（金）

臨時休校 ３校 （公立：小１、中１、特１）

※日田市立津江小学校・津江中学校 臨時休校

由布支援学校 臨時休校

［資料＿報告①］
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４月２０日（水）～ 竹田市立城原小学校

・校舎は耐震補強工事実施中（９月末完了予定）のため、授業は体育館で実施

（市教委で今後の余震等を総合的に考慮して当面は体育館での授業を継続）

・特別支援学級の児童１名が２１日（木）から広島へ避難（５／６まで）

４月２０日（水）～ 大分市立住吉小学校、中島小学校

・耐震性が十分に確保できていないため、代替施設で授業を実施

４月２５日（月）～ 別府市立別府商業高校

・別府商業高校の校舎・体育館が地震により使用困難（耐震工事未実施）

・市はプレハブ校舎の設置で対応するが、設置までの間、別府翔青高校の管理棟２
教室（会議室及び選択教室）を利用

【施設】

（臨時休館）

４月１６日（土）～１７日（日） 県立総合体育館、庄内屋内競技場 臨時休館

４月１７日（日） 県立図書館、先哲史料館、社会教育総合センター 臨時休館

４月１８日（月） 県立図書館、先哲史料館 定期休館日

社会教育総合センター 臨時休館
４月１９日（火）～２４日（日） 県立図書館、先哲史料館 臨時休館

（２５日（月）は定期休館日）

（利用中止・延期）

・地震発生以降、大型連休明けまで、以下の社会教育施設における学校や団体の利用の
多くが中止又は延期

県管理：社会教育総合センター、香々地青少年の家、九重青少年の家、マリンカル

チャーセンター
市町村管理：のつはる少年自然の家、別府市少年自然の家おじか、ゆふの丘プ

ラザ 等

４．県教育庁の主な対応

○児童生徒、学校施設等の安全・安心の確保

・文科省通知を受けて、以下の事項について県立学校、市町村教育委員会へ連絡・要請

＊文教施設の安全性確保について（１６日）
＊避難場所としての学校施設等の提供について（１６日）

＊被災施設の応急危険度判定への支援について（１８日）

・中学・高校へ部活動の自粛要請、各競技団体に対して大会自粛を要請（１６日）

○児童生徒等の心のケア

・被災地域の県立学校及び市町村教育委員会にスクールカウンセラーの緊急派遣を打診

（２０日）
・「災害後のこころのケアハンドブック」の配布（公立小中高、特別支援学校）（２５日）

・スクールカウンセラーの増員派遣

県立由布高校へ２名派遣(２６日）、１名派遣（２８日）

竹田市立直入小、白丹小、宮城台小、豊岡小学校へ２名派遣(２６日～２７日）

日田市立五馬中学校へ１名派遣(２８日～２９日）

県立由布支援学校へ１名派遣（２８日）

由布市立由布院小学校へ３名派遣(５月２日～５月６日）

玖珠町立森中央小学校、森中学校へ１名派遣(５月６日）
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○就学機会の確保

・文科省通知を受けて、以下の事項等について取組を促すよう県立学校、市町村教育委

員会へ連絡・要請（１８日）

①被災した児童生徒等の学校への受入

②被災した児童生徒等への教科書の無償給与

③児童生徒の入学料や就学支援金等の弾力的な取扱・措置

④修了認定や補充のための授業等への配慮

・被災地域の生徒に対する入学料及び入学考査料の減免について各県立学校へ通知

（２２日）

・被災した生徒に対する高等学校奨学金緊急採用及び奨学金返還猶予制度についてホー
ムページを通じて周知（２６日）

○被災文化財の状況把握、復旧支援

・被害を受けた考古資料等の保全措置について、市町村教育委員会へ通知（１８日）

・文化庁と共同して被害確認調査を実施（２５日～２６日）

○その他

・熊本地震に係る被害状況・対応状況について文部科学省関係部局へ報告（２７日）

・安倍総理の地震被害に関する視察来県時に、学校施設や文化財の復旧支援について緊

急要望（２９日）

・復旧作業員の待機地として旧緒方工業高校体育館を九州電力へ貸付（１７日～３０日）

５．その他

○熊本県から大分県への被災による転入、一時避難に伴う体験入学〔９日現在計：１７名〕

転入 ９名（小学校６名(４校)、中学校３名(２校)）
体験入学 ８名（小学校５名(３校)、中学校３名(２校)）

○大分県から他県への被災による一時避難に伴う体験入学〔９日現在計：４名〕

北九州市へ 小学校２名（１校）、中学校２名(１校)

○全国学力・学習状況調査（１９日実施）

・由布市の小学校 ４校、中学校１校は後日実施（４月２６日（火）までに実施）

・竹田市の小学校１２校、中学校６校は後日実施（４月２７日（水）に実施）

・九重町の小学校 ６校、中学校１校は後日実施（４月２７日（水）までに実施）
※実施可否（予定通り実施、後日実施、不参加）は、学校の状況を最優先して市町村教委が判断

○地震対応にかかる避難訓練（大分市、２２日実施）

・市立幼（１８園）、小（４８校）、中（１８校）で地震を想定した避難訓練を実施

○日田高校外国語指導助手の地震による早期帰国
→校長面談等を経て２２日（金）に退職願あり。欠員は７月頃補充予定

○訪日教育旅行

・韓国教職員視察（韓国教員大学校） ５月 ６日（金） →延期
・韓国高校交流（慶福ビジネス高校） ５月１２日（木）予定 →中止

・台湾高校交流（小港高級中学校） ５月２５日（水）予定 →延期

○国体九州ブロック大会クレー射撃競技の県内開催

・平成２８年度国民体育大会九州ブロック大会のクレー射撃競技について、熊本県総合

射撃場（上益城郡益城町）での開催困難に伴い、８月２７日（土）～２８日（日）に

大分射撃場にて開催予定
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５月９日までの学校等被害状況 別添１

【幼稚園】（４件）

施設名 市町村 被害状況

1 東山幼稚園 別府市 浄化槽や校舎周辺に陥没、隆起、ずれあり

2 由布川幼稚園 由布市 ２階ホール時計破損、壁亀裂

3 由布院幼稚園 由布市 体育館ドア破損、体育館・渡り廊下内壁亀裂

4 石城幼稚園 由布市 遊戯室天井・柱亀裂

【小学校】（２７件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 川﨑小学校 日出町 プール水漏れ

2 亀川小学校 別府市 給食室消毒機械破損

3 鶴見小学校 別府市 体育館天井、ステージの電灯ぶら下がり

4 東山小学校 別府市 浄化槽や校舎周辺に陥没、隆起、ずれあり

5 敷戸小学校 大分市 トイレ内壁タイルの剥落

6 宗方小学校 大分市 屋内漏水

7 下郡小学校 大分市 渡り廊下天井及び床の変形

8 石城小学校 由布市 校舎内壁亀裂、体育館天井剥離

9 由布川小学校 由布市 理科室薬品庫破損・液漏れ（薬品処理済）

10 阿南小学校 由布市 校舎・体育館外壁・内壁亀裂、給水タンク漏水、運動場地割れ等

11 由布院小学校 由布市 渡り廊下亀裂、運動場亀裂、排水枡破損、階段・スロープ破損

12 塚原小学校 由布市 下駄箱破損、図書館本棚破損

13 狭間小学校 由布市 渡り廊下亀裂、校舎接続部ずれ

14 川西小学校 由布市 渡り廊下床隆起

15 西庄内小学校 由布市 壁亀裂多数、体育館天井ずれ、石膏ボード剥離

16 豊岡小学校 竹田市 校舎内壁亀裂

17 祖峰小学校 竹田市 フェンス下コンクリ破損

18 宮城台小学校 竹田市 水道タンク漏水

19 城原小学校 竹田市 グランドひび割れ、外階段ひび、天井はがれ、廊下亀裂

20 都野小学校 竹田市 体育館外壁の一部崩壊

21 清川小学校 豊後大野市エアコンカバー４台落下

22 いつま小学校 日田市 管理棟外回り電線垂れ下がり

23 日隈小学校 日田市 管理教室壁面に亀裂

24 石井小学校 日田市 教室棟階段の壁、床、外壁にクラックの広がり

25 日出生小学校 玖珠町 教室設置の時計落下・破損

26 東飯田小学校 九重町 水道管破損、トイレタイル一部剥離、校舎内壁一部亀裂

27 野上小学校 九重町 廊下天井カバー落下、ランチルーム天井剥離

【中学校】（１７件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 中部中学校 別府市 貯水タンク破損

2 朝日中学校 別府市 プール漏水

3 東山中学校 別府市 浄化槽や校舎周辺に陥没、隆起、ずれあり

4 稙田西中学校 大分市 渡り廊下天井及び床の変形

5 稙田南中学校 大分市 渡り廊下天井及び床の変形

6 判田中学校 大分市 渡り廊下天井及び床の変形　渡り廊下エキスパンションジョイントカバーの落下

7 城南中学校 大分市 天井部分の石片落下

8 明野中学校 大分市 電柱の傾き

9 庄内中学校 由布市 体育館ガラス割れ、渡り廊下・非常階段内壁亀裂、グラウンド亀裂

10 湯布院中学校 由布市 校舎内壁亀裂、運動場アスファルト隆起等

11 狭間中学校 由布市 漏水により消火栓停止

12 緑ヶ丘中学校 竹田市 玄関タイル剥離

13 前津江中学校 日田市 管理棟教室内壁一部剥離、消化ポンプ室壁面一部剥離

14 五馬中学校 日田市 校舎南棟の屋根瓦落下、体育館スロープの破損

15 日出生中学校 玖珠町 教室エアコン石膏ボード一部剥離、廊下床材隆起

16 ここのえ緑陽中学校 九重町 タイル一部隆起、軒のボード一部落下

17 南端小・中学校（休校中） 別府市 体育館ガラス数枚破損
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【高校】（県立）（１５件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 別府青山・翔青高校 別府市 校舎・体育館の外壁一部剥離

2 別府鶴見丘高校 別府市 校舎の外壁・内壁一部剥離、玄関前石垣に亀裂等

3 別府羽室台高校 別府市
校舎エキスパンション歪曲、体育館基礎一部亀裂、体育館内壁剥離
漏水（対応済）

4 大分上野ヶ丘高校 大分市 特別教室棟西側、増設建物の接合部分のコンクリートが剥落

5 大分舞鶴高校 大分市 外壁亀裂

6 大分南高校 大分市 エキスパンションの湾曲・剥離

7 大分商業高校 大分市 校舎の内壁に亀裂、モルタルの浮き、天井の一部剥離

8 由布高校 由布市 弓道場横のブロック塀破損、外壁・内壁・天井一部剥離等

9 三重総合高校久住校 竹田市 トイレ等内壁一部剥離、内壁一部亀裂等

10 日田高等学校 日田市 定時制つなぎ部分損傷

11 日田林工高校 日田市 天井一部剥離、内壁一部亀裂、ガラス割れ等

12 玖珠美山高校 玖珠町 管理棟玄関ポーチ屋根裏一部剥離

13 臼杵高校 臼杵市 既存のひび割れの拡大

14 佐伯鶴城高校 佐伯市 内壁一部亀裂（今回の地震によるものか不明）

15 佐伯豊南高校 佐伯市 農場北側水道管漏水、相撲場基礎に亀裂

【高校】（市立）（１件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 別府商業高校 別府市 外壁一部亀裂

【高校】（私立）（５件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 明豊高等学校 別府市 体育館の天井剥離

2 別府溝部学園高等学校 別府市 校舎のモルタル壁剥離、敷地舗装一部亀裂

3 福徳学院高等学校 大分市 校舎屋上・外壁に亀裂

4 大分東明高等学校 大分市 新体育館給水タンクから漏水

5 竹田南高等学校 竹田市 体育館と校舎の間のコンクリート一部剥離

【特別支援学校】（１１件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 聾学校 大分市 体育館と高等部棟壁面に亀裂

2 日出支援学校 日出町 中学部北側外壁一部剥離

3 別府支援学校 別府市 寄宿舎配管から漏水

4 別府支援学校　鶴見校 別府市 会議室配管から漏水

5 別府支援学校　石垣原校 別府市 防火用配管から漏水

6 南石垣支援学校 別府市 建物継ぎ目の金属部分が湾曲し変形、渡り廊下壁の亀裂等

7 新生支援学校 大分市 防火扉不良

8 由布支援学校 由布市 ガラスひび割れ、エキスパンション変形、校庭に亀裂

9 竹田支援学校 竹田市 校舎と渡り廊下の繋ぎ部分の天井カバーが破損

10 臼杵支援学校 臼杵市 外壁一部剥離

11 日田支援学校 日田市 エレベーター付近　亀裂有り

【給食施設】（３件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 直入学校給食共同調理場 竹田市
水が使えず、１８日は簡易給食により対応。
１９日は弁当持参。２０日は通常実施。

2 九重町学校給食センター 九重町
町水道被害により、給食センター周辺地区が断水。
復旧には時間がかかるため、野上小、南山田小、ここのえ緑陽中については簡易
的な給食で対応。また、最低限の飲料確保することを確認。

3 別府市学校給食調理場 別府市
調理場の天井崩落に伴い、２６日から改修工事実施。
２５日～５月６日まで簡易給食にて対応
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５月９日までの社会教育施設等被害状況

【県管理】（５件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 県立図書館 大分市

エレベータ４基停止、３階事務所ガラス一部破損
エントランス正面東側のガラス一部破損、柱部分のコンクリート片
等が落下、天井ボードひび割れ、防犯センサー落下、２階閲覧室北
側窓にひび割れ、壁面（各所）金属部品の落下、館長室柱部分の欠
片落下、壁上部のガラス固定ゴムのはがれ

2 大分県立総合体育館 大分市 タイルひびわれ（入口外、大階段下）

3 豊泉荘 別府市 ボイラーの配管がずれて水漏れが発生

4 教職員住宅ＫＲ２ 別府市
敷地南側法面の石垣に細かなひびが入り、少し浮いている。４月２
４日に別府土木事務所職員と確認。

5 香々地青少年の家 豊後高田市 雨漏り（本館２階）

【市町村管理】（４７件）

№ 施設名 市町村 被害状況

1 べっぷアリーナ 別府市 メインアリーナ天井から落下物、ドア窓ガラス破損、天井に亀裂

2 市民体育館 別府市 天井から落下物あり、板が外れている、天井と側壁のずれ

3 温水プール 別府市
機械室給水パイプが外れ漏水
プールサイド排水溝の蓋にずれあり、外壁クラック多数

4 朝日大平山体育館 別府市 窓枠のひび割れ、敷地内の石垣が一部崩壊

5 アーチェリー場 別府市 天井から粉塵落下

6 中部地区公民館 別府市 壁にひび

7 西部地区公民館 別府市 トイレ壁面タイルにひび（使用可能）

8 中央公民館 別府市 外壁にひび、ホールステージ内壁にひび

9 朝日大平山公民館 別府市
壁、屋根の一部ガラス破損、外壁に複数クラックあり、フロア天井
から小さな木片落下、体育館西側軒から板落下

10 北部地区公民館 別府市 近隣石垣の破損

11 青山プール 別府市 プールタイルのはがれ、外壁隆起あり、観客席ひび割れ

12 中部地区体育館 別府市 内壁、外壁等に亀裂

13 弓道場 別府市 天井板のめくれ

14 別府市美術館 別府市
貯水タンク破損、２階研修室天井照明落下、展示室換気扇
落下、ショウケース１台ガラス破損

15 西部交流スポーツ広場 大分市 Ａグラウンド、ネットのワイヤー外れ

16 南大分公民館 大分市 集会室の天井崩落、排気口の破損

17 大分南部公民館 大分市 集会室ステージ上の天井一部剥落、花壇の崩壊

18 湯布院公民館 由布市 内壁・外壁・床に亀裂、ガラス破損、灯籠倒壊、マンホール吹き上げ

19 庄内公民館 由布市 内壁亀裂、ガラス破損、タイル破損多数

20 川西公民館 由布市 内壁ひび割れ、庇付け根破損

別添２
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№ 施設名 市町村 被害状況

21 湯平地区公民館 由布市 窓ガラス破損

22 狭間公民館 由布市 壁一部剥落

23 湯布院スポーツセンター 由布市 ガラスの破損、建物に亀裂

24 川西児童体育館 由布市 ガラスの破損、外壁の亀裂

25 湯布院総合運動場 由布市 水道管の破裂、グラウンドの亀裂

26 Ｂ＆Ｇ海洋 由布市 ガラスの破損、外壁の亀裂

27 はさま未来館 由布市 大ホール床に天井から粉が散下

28 久住体育館 竹田市 天井の剥離、敷地内道路クラック

29 竹田市体育センター 竹田市 窓ガラスの破損、内壁の剥離

30 白丹体育館 竹田市 外壁の剥離

31 Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 竹田市 玄関床の亀裂

32 久住総合運動公園 竹田市 漏水、敷地内地割れ、体育館天井の剥離

33 竹田市総合運動公園 竹田市 トイレ天井に亀裂

34 歴史資料館 竹田市 外壁ひび割れ、ケース破損、外庭石灯籠崩れ

35 日田市総合体育館 日田市 アリーナ天井一部変形

36 天瀬公民館 日田市 外壁タイル剥落

37 鯛生スポーツセンター 日田市 宿泊棟天井等破損、グラウンド法面崩壊

38 市営日田プール（屋外） 日田市 スタンドひび割れ

39 前津江柔剣道場 日田市 トイレのタイルひび割れ

40 大鶴スポーツ広場 日田市 トイレの便器破損

41 桂林公民館 日田市 集会室の壁損傷、教室壁にひび、ロビー天井に隙間

42 朝日公民館 日田市 壁剥落３か所

43 大山公民館 日田市 階段の壁にひび、ホールの壁にひび

44 中央公民館 日田市 壁紙はがれ、渡り廊下つなぎ金具の損傷、床タイルの浮き

45 南山田公民館 九重町 外壁タイルにひび

46 歴史民俗資料館 中津市 壁面のひび割れの拡大、雨漏りの発生

47 神楽会館 豊後大野市 外壁ひび割れ
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５月９日 までの文化財の被害状況
教育庁文化課

国指定文化財 １２件

重要文化財 ◆旧日野医院［由布市］（平成１１年１２月指定）

・本館の壁にヒビ（クラック）

・本館正面柱の礎石にクラック

・建物周囲の石垣の一部が崩落

史 跡 ◆岡藩主中川家墓所［竹田市］（平成９年９月指定）

・燈籠が倒壊、外周白壁のひび割れ、管理棟の壁に亀裂
とうろう

◆岡城跡［竹田市］（昭和１１年１２月指定）

・本丸跡石垣、下原門跡石垣のたわみ・ズレが発生

◆旧竹田荘［竹田市］（昭和２３年１月指定）
ちくでん

・史跡入口部分の石垣にズレが発生。

・草際吟舎（茶室）の壁にヒビ
そうさいぎんしや

◆角牟礼城跡［玖珠町］（平成１７年３月指定）
つの む れ

・石垣の緩み（１か所）、石垣崩壊（４カ所）、石垣孕み（数か所）、
はら

角埋神社鳥居傾き、角埋神社本尊2体損傷
つのむれ つのむれ

◆鬼の岩屋古墳［別府市］（昭和３２年１１月指定）
おに の いわ や

・２号墳の石室の礫が落下
れき

◆宇佐神宮境内［宇佐市］（昭和６１年２月指定）

・宮迫地区個人宅の緩んだ石垣が２１日の豪雨で崩壊（３ｍ）

◆広瀬淡窓旧宅及び墓［日田市］（平成２５年３月指定）

・旧宅にある蔵の壁にヒビ３か所・浮き１か所

名 勝 ◆旧久留島氏庭園［玖珠町］（平成２４年１月指定）
く る しま

・石垣崩落（１か所）、石垣の緩み（２カ所）、石灯籠損傷（２基）

◆耶馬渓［中津市］（大正１２年３月指定、昭和１１年７月追加）

・落石（１箇所）：被災家屋あり（半壊１棟・一部損壊１棟）

天然記念物 ◆大岩扇山［玖珠町］（昭和１０年６月指定）
だいがんせんざん

・斜面の土砂崩れ（１か所）

重 要 文 化 的 景 観 ◆別府の湯けむり温泉地景観［別府市］（平成２４年９月選定）

・石積みの塀の崩落による湯の花小屋のき損

県指定文化財 １７件

史 跡 ◆永山城跡［日田市］（平成２８年２月指定）
ながやまじよう

・本丸石垣の一部崩落

◆竈門氏墓地古塔群［別府市］（昭和５０年３月指定）
かま ど ことうぐん

・五輪塔２基の石材転落

◆府内城跡［大分市］（昭和３８年２月指定）

・人質櫓の壁に亀裂、指定地外の大手門の屋根瓦落下
やぐら

・宗門櫓の壁の剥落
しゆうもんやぐら

◆鬼塚古墳［玖珠町］（昭和２８年４月指定）
おにづか

・墳丘を覆う玉石垣の一部が崩落

◆川原隧道と石畳［日田市］（昭和５１年３月指定）
かわばるずいどう

・隧道内の石材の落石

別添３
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◆長岩城跡［中津市］（平成２３年３月指定）
ながいわじよう

・石垣崩壊（２箇所）

◆西光寺境内［竹田市］（平成１２年３月指定）
さいこう じ

・境内にある藩主縁の婦女子墓２基が倒壊

◆挾間氏五輪塔群[由布市]（昭和４７年３月指定）
はさ ま

・五輪塔二基の転倒、史跡内のその他に異常見られず

有形文化財 ◆国東塔［別府市］（昭和４７年３月指定）

・相輪落下 塔身に若干のズレ
そうりん

◆向原石幢［別府市］（昭和４９年３月指定）
むこうばるせきどう

・塔身に若干のズレ

◆竈門氏墓地五輪塔［別府市］（昭和５０年３月指定）
かま ど

・五輪塔２基が倒壊

◆古澤家石幢［竹田市］（昭和５３年３月指定）
ふるさわ け せきどう

・転倒

◆仏光寺六地蔵石幢［由布市］（昭和３６年３月指定）
ぶつこう じ ろく じ ぞうせきどう

・倒壊により笠部損壊、宝珠欠損

◆石幢［由布市］（昭和４７年３月指定）
せきどう

・倒伏により散乱、宝珠に擦傷

◆教尊寺［大分市］（平成１１年３月指定）
きようそん じ

・御殿と庫裡をつなぐ廊下の壁に亀裂・漆喰の浮き（いずれも軽微）
く り しつくい

◆御嶽権現社宝塔［別府市］（昭和５０年３月指定）
おんたけごんげんしやほうとう

・宝塔が倒壊（詳細については未確認）

◆石造五輪塔［豊後大野市］（昭和４７年３月指定）

・倒壊

国登録文化財 ７件

有形文化財 ◆帆足家分家住宅［大分市］（平成１７年１１月登録）
ほ あし け ぶん け じゆうたく

・穀物蔵、質蔵、主屋の壁に亀裂（計５箇所）
こくもつぐら しちぐら しゆおく

◆梶原家住宅［日出町］（平成１９年７月登録）
かじわら け

・主屋壁に亀裂
しゆおく

◆久恒家住宅［中津市］（平成１３年８月登録）
ひさつね け

・長屋門、東蔵、米蔵の外壁等にヒビ数カ所

◆小手川酒造主屋［臼杵市］（平成９年７月登録）

・漆喰壁の一部に亀裂
しつくい

◆帆足家本家住宅［大分市］（平成１８年１１月登録）
ほ あし け ほん け

・洋館と主屋の壁にヒビ

◆冨士屋旅館［別府市］（平成１３年１１月登録）
ふ じ や

・前門の天井板ズレ、前門と塀の間に隙間、石垣にヒビ

石段にズレ、石垣の一部倒壊

◆京都大学理学部附属地球熱学研究施設［別府市］（平成９年６月登録）

・屋上の装飾の破損、塔屋のレンガ壁亀裂、屋内壁の亀裂

計 ３６件

別添３
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平成２７年度「地域産業を担う農林水産高校生育成事業」の取組について

高校教育課

○地域産業を担う農林水産高校生育成事業

［目的］

地域の大規模生産者や食品加工・流通業者等と連携し、各現場で必要とされている知

識や技術の定着を行うなど地域産業を担う人材育成を図る。

［取組内容］

１．地域産業を担う人材育成システムの構築

（１）成長産業化推進リーダー育成協議会の設置

組織：生産者（農林漁業者）、企業（食品産業、農業法人）

行政（教育委員会、知事部局等）、学校

２．次代を担う人材に求められる能力育成の取組

（１）外部人材による産業の魅力を発信する講義、農業大学校での先進農業研修

（２）外部人材による経営改善を図る技術指導

（３）大規模農家や加工業者での体験学習、加工業者との試作品製作による開発や

技術指導、流通現場での学校製作品の店頭販売実習

（４）実践的な活動内容の成果発表、生徒による地域の小中学校等での出前授業

（例）玖珠美山高校「トマト栽培でのバーク（杉の樹皮）の活用」

大分東高校 「リボ・ベジ（野菜の再生栽培）によるゴミの減量化」

［成果］

１．各学校ごとに地域や地域産業界と連携した人材育成協議会を設置し、地域の強みを

活かした学校の特色作りへの取組に対しての協力体制が構築された。

２．各学校が切磋琢磨し大会等で上位入賞をねらう雰囲気が醸成され、その結果として

県全体の専門性が向上している。

＜農業クラブ全国大会入賞状況＞

※農業クラブ全国大会：農業系学科の生徒が知識・技術等を競う大会

H25 1部門（全国46位）→ 宇佐産業（最優秀）

H26 3部門（全国34位）→ 久住（2）、国東

H27 5部門（全国26位）→ 久住（3）、国東、玖珠美山

３．農業科からの国公立４年制大学へ平成２３年以来、４年ぶりの合格者が

あった。（３名）※「鹿児島大学」（大分東２名）、「島根大学」（国東１名）

○今後について

・地域に根ざした学校の特色化を推進するために連携をさらに強化する。

・各学校の取組を地域や地域産業界に積極的に情報発信（ＰＲ）していく。
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農林水産業教育の推進に向けた

県立高校と関係機関等との連携状況報告

平成２８年４月

大分県教育庁高校教育課
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① 農林水産業系学科設置校 配置状況（平成２８年度）

② 農林水産業系学科設置校 電話番号一覧（平成２８年度）
振興局 高校名 農業系学科名 代表電話番号 備 考

0978-72-1325東 部 国東 園芸ビジネス科
0977-72-2855日出総合 農業経営科

中 部 大分東 園芸ビジネス科 農業系学科 開設097-592-1064 H25.4
園芸デザイン科 〃

0972-63-3678海洋科学校 海洋科
南 部 佐伯豊南 食農ビジネス科 開校0972-22-2361 H26.4

（ ）佐伯豊南・佐伯鶴岡 統合
0974-22-5500豊 肥 三重総合 生物環境科
0974-77-2200久住校 農業科

西 部 玖珠美山 地域産業科 開校0973-72-1148 H27.4
0973-22-5171日田林工 林業科
0978-32-0044北 部 宇佐産業科学 グリーン環境科

●国東

●日出総合

大分東
●

●佐伯豊南●三重総合

●三重総合 久住校

●玖珠美山●
日田林工

宇佐産業科学

●

●津久見
海洋科学校

- 1 -
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③ 農林水産業系学科設置校 組織概要と主な業務の例
（国東高校 参考）

※各部、学科、農場には主任（総括責任者）を配置

校 副 総務部 ・企画、運営 ・ＰＴＡ、同窓会
長 校 ・広報 ・図書 など

長（

分 教務部 ・教育課程 ・クラス編成 ・定期考査
校 ・教育実習 ・時間割 など

）

・
教 （大学訪問、模擬試験 など）進路指導部 ・進学指導
頭 （企業訪問、インターンシップ など）・就職指導

学年部 ・学年会計 など

生徒指導部 ・風紀、服装指導 ・交通指導
・登校指導 ・集会指導 など

特別活動部 ・生徒会活動 ・ホームルーム活動 ・部活動
・体育関係行事 ・ボランティア活動 など

人権教育部 ・人権学習

保健・相談部 ・保健（保健指導、安全管理、スポーツ振興 など）
・教育相談（生徒相談 など）
・特別支援教育

学科 ・園芸ビジネス科 ・メカトロニクス科
・情報システム科 ・電子工学科

（ 、 ）農場 ・教科指導 農業科目授業 農業クラブ、資格 など
・経営部門（農場運営会計）
・施設設備管理
・一般管理（車両、農機具、肥料農薬 など）

事 事務室 ・人事 ・庶務
務 ・福利厚生 ・財務 など
長

【振興局との連絡窓口】
窓 口 連 絡 内 容
副校長・教頭 ・連携会など組織的行事の打合せ ・インターンシップの打合せ など
農 場 主 任 ・野菜、果樹等、分野（類型）の技術連携等、実務者レベルの調整

・連携会等、組織的行事の具体的内容の検討等、実務者レベルでの調整
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学
校
名

学
科
名

定
員

専
門
教
科
で
学
習
で
き
る
主
な
内
容

地
域
の
特
産
品

国
東

園
芸
ビ
ジ
ネ
ス

4
0
野
菜
・
果
樹
・草
花
・植
物
バ
イ
オ
・
食
品
製
造

こ
ね
ぎ
・
い
ち
ご
・か
ぼ
す
・
み
か
ん
・う
め
・
オ
リ
ー
ブ
・
輪
ギ
ク

日
出
総
合

農
業
経
営

4
0
野
菜
・
草
花
・果
樹
・食
品
製
造

い
ち
ご
・
ト
マ
ト
・柑
橘
類
・う
め
・輪
ギ
ク
・ホ
オ
ズ
キ
・
シ
イ
タ
ケ

大
分
東

園
芸
ビ
ジ
ネ
ス

4
0
野
菜
・
食
品
製
造
・
サ
イ
エ
ン
ス
農
業
（
食
品
分
析
）
・微
生
物
利
用

園
芸
デ
ザ
イ
ン

4
0
草
花
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・植
物
バ
イ
オ

海
洋
科
学
校
海
洋

4
0
生
産
技
術
（
資
源
管
理
・
食
品
製
造
）
・船
舶
技
術
（海
技
士
養
成
）

マ
グ
ロ
・
太
刀
魚
・か
ぼ
す
ブ
リ
・
カ
マ
ガ
リ
・あ
じ
・さ
ば

佐
伯
豊
南

食
農
ビ
ジ
ネ
ス

4
0
食
品
流
通
・
草
花
・
果
樹
・植
物
バ
イ
オ

い
ち
ご
・
に
ら
・み
か
ん
・
ﾃ
ﾞｺ
ﾎ
ﾟﾝ
・
輪
ｷ
ﾞｸ
・
ﾄﾙ
ｺ
ｷ
ﾞｷ
ｮｳ
・
ｽ
ｲ
ｰ
ﾄﾋ
ﾟｰ

三
重
総
合

生
物
環
境

4
0
作
物
・
野
菜
・草
花
・食
品
製
造
・フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
・植
物
バ
イ
オ

ピ
ー
マ
ン
・か
ぼ
す
・
か
ん
し
ょ
・
輪
ギ
ク
・
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

久
住
校

農
業

4
0
農
業
の
実
学
に
徹
底
し
た
畜
産
・野
菜
・草
花
・
作
物
に
係
わ
る
実
践
科
目

肉
用
牛
・
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・キ
ャ
ベ
ツ
・
輪
ギ
ク

玖
珠
美
山

地
域
産
業

4
0
野
菜
・
草
花
・食
品
製
造
・畜
産

肉
用
牛
・
ピ
ー
マ
ン
・ト
マ
ト
・
白
ね
ぎ
・
バ
ラ
・
鉢
物

日
田
林
工

林
業

4
0
林
業
・
林
産
加
工
・
特
用
林
産
物

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・酪
農
・
ス
イ
カ
・
な
し
・ぶ
ど
う
・
ゆ
ず

宇
佐
産
業

グ
リ
ー
ン
環
境

4
0
作
物
・
施
設
園
芸
・
畜
産
・食
品
製
造
・果
樹
・食
の
安
全

米
・麦
・こ
ね
ぎ
・
い
ち
ご
・
ぶ
ど
う
・
ゆ
ず

地
域

産
地
ト
ピ
ッ
ク
ス

北
部
地
域

白
ね
ぎ
は
呉
崎
地
区
の
干
拓
地
で
西
日
本
ﾄｯ
ﾌ
ﾟｸ
ﾗ
ｽ
の
生
産
量

東
部
地
域

国
東
市
で
こ
ね
ぎ
リ
ー
ス
団
地
の
整
備

中
部
地
域

平
成
２
２
年
か
ら
新
た
な
ﾌ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
か
ぼ
す
ブ
リ
、
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
を
生
産

西
部
地
域

天
瀬
町
に
山
林
の
未
利
用
材
等
を
使
っ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
建
設

南
部
地
域

杵
築
市
、
豊
後
大
野
市
と
合
わ
せ
９
ｈ
ａ
の
輪
ギ
ク
施
設
を
設
置

豊
肥
地
域

高
糖
度
か
ん
し
ょ
（
甘
太
く
ん
）
の
共
同
貯
蔵
庫
の
整
備

佐
伯

竹
田
・
豊
後
大
野

対
象
と
す
る
市
町
村

中
津
・
宇
佐
・
豊
後
高
田

５
）
佐
伯
豊
南
高
校
：
「
食
品
流
通
・
草
花
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

1
0
）
宇
佐
産
業
科
学
高
校
：
「
作
物
（
米
麦
）
・
環
境
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

　
県
下
唯
一
の
単
独
農
業
高
校
と
し
て
、
実
学
を
中
心
に
し
た
幅
広
い
授
業
を
展
開
。
畜
産
を
中
心
と
し
た
「
う
し
部
」
の
活
動
、
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
圃
場
と
高
原
野
菜
、
草
花
等
の
「
高
冷
地
園
芸
」
を
特
色
と
す
る
。
ま
た
、
産
官
学
連
携
を
軸
に
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
・
外

部
講
師
等
の
活
用
に
よ
る
充
実
し
た
教
育
を
展
開
。
さ
ら
に
、
く
じ
ゅ
う
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
融
合
し
た
循
環
型
の
農
業
教
育

に
取
り
組
む
。

　
県
内
唯
一
の
林
業
を
中
心
と
し
た
農
業
教
育
を
推
進
。
地
元
林
業
・
林
産
関
連
産
業
及
び
研
究
機
関
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
教
育
に
取
り
組
む
。
地
元
企
業
・
振
興
局
と
連
携
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
来
年
度
よ
り
林
業
・
林
産
の
選
択
制
を
導
入
し
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
の
習
得
に
取
り
組
む
。

　
同
一
地
域
内
に
県
立
農
業
大
学
校
や
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
な
ど
農
業
技
術
の
開
発
・
指
導
の
中
核
的
役
割
を
担
う
機
関

が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
連
携
し
た
農
業
教
育
に
取
り
組
む
。

　
地
元
食
材
を
使
っ
た
加
工
品
の
製
造
・
開
発
と
温
暖
な
気
候
を
利
用
し
た
草
花
栽
培
。
地
元
事
業
所
と
連
携
し
た
生
産
・
製
造
か
ら

流
通
・
販
売
ま
で
の
幅
広
い
学
習
に
取
り
組
む
。

９
）
日
田
林
工
高
校
：
「
林
業
・
林
産
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

８
）
玖
珠
美
山
高
校
：
「
地
域
連
携
に
よ
る
野
菜
・
草
花
・
食
品
製
造
・
畜
産
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

７
）
久
住
校
：
「
畜
産
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

６
）
三
重
総
合
高
校
：
「
畑
作
物
・
食
品
製
造
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

ト
マ
ト
・メ
ロ
ン
・ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
・オ
リ
ー
ブ
・マ
ス
カ
ッ
ト

ﾅ
ｼ
・
ﾄﾞ
ﾗ
ｺ
ﾞﾝ
ﾌ
ﾙ
ｰ
ﾂ
・
ﾒ
ﾛ
ﾝ
・ﾄ
ﾏ
ﾄ・
ｼ
ｸ
ﾗ
ﾒ
ﾝ
・
ｼ
ｲ
ﾀ
ｹ
(菌
床
ﾌ
ﾞﾛ
ｯｸ
)

ト
マ
ト
・ピ
ー
マ
ン
・
ナ
ス
・
イ
チ
ゴ
・
ハ
ク
サ
イ

　
山
香
農
場
を
活
用
し
て
の
メ
ロ
ン
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
や
県
下
唯
一
の
シ
イ
タ
ケ
菌
床
栽
培
施
設
で
菌
床
ブ

ロ
ッ
ク
を
製
造
。
地
域
の
気
候
を
活
か
し
た
実
践
的
な
農
業
教
育
に
取
り
組
む
。

海
の
ト
マ
ト
・
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
・
オ
リ
ー
ブ
等
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
教
育
に
取
り

組
む
。

ピ
ー
マ
ン
・お
お
ば
・
に
ら
・ミ
ツ
バ
・
み
か
ん
・ポ
ン
カ
ン
・小
ギ
ク

ト
マ
ト
・い
ち
ご
・シ
ク
ラ
メ
ン
・苗
物
・
繁
殖
牛

ス
ギ
・ヒ
ノ
キ
・
し
い
た
け

１
）
国
東
高
校
：
「
野
菜
・
果
樹
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

３
）
大
分
東
高
校
：
「
施
設
野
菜
・
施
設
草
花
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

２
）
日
出
総
合
高
校
：
「
山
香
農
場
の
活
用
」
を
基
幹
と
し
た
特
色
づ
く
り

　
施
設
野
菜
の
栽
培
や
流
通
・
加
工
・
販
売
、
施
設
草
花
の
栽
培
や
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
な
ど
、
都
市
近
郊
型
の
農
業
教
育
に
取
り
組
む
。

４
）
海
洋
科
学
校
：
「
海
洋
立
国
日
本
」
を
担
う
人
材
の
育
成

　
県
内
唯
一
の
水
産
・
海
洋
系
高
校
。
本
科
で
は
生
産
技
術
と
船
舶
技
術
の
２
つ
の
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
専
攻
科
を
設
置
し
、

水
産
業
に
係
る
担
い
手
の
育
成
や
海
事
産
業
に
従
事
す
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。
来
年
度
の
入
学
生
か
ら
食
品
・
航
海
・
機
関
の

３
つ
の
コ
ー
ス
に
変
更
す
る
。

県
内
農
業
系
学
科
設
置
高
校
配
置
図

各
校
に
お
け
る
特
色
づ
く
り

　
地
域
の
産
品
を
活
用
し
た
食
品
の
開
発
・
製
造
。
地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
畜
産
・
野
菜
・
草
花
な
ど
の
農
業
教

育
に
取
り
組
む
。

　
土
地
利
用
型
農
業
（
米
・
麦
、
園
芸
、
果
樹
）
を
中
心
に
、
職
業
系
の
複
数
学
科
と
の
連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化
と
、
農
業
経
営
全

般
を
通
し
た
環
境
意
識
を
育
む
農
業
教
育
に
取
り
組
む
。

農
林
水
産
系
学
科
設
置
校
の
状
況

米
・ト
マ
ト
・カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
も
も
・レ
イ
シ
・
繁
殖
牛
・
鶏

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
キ
ク
・観
葉
植
物
・ポ
イ
ン
セ
チ
ア

海
・水
産
物
・船

ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
、
ホ
オ
ズ
キ
、
ハ
ウ
ス
び
わ
、
タ
マ
ネ
ギ

ﾄﾏ
ﾄ・
ｷ
ｭｳ
ﾘ
・ｼ
ｸ
ﾗ
ﾒ
ﾝ
・
花
苗
・
ｼ
ﾞｬ
ﾑ
・ﾊ
ﾑ
原
材
料

繁
殖
牛
・鶏
卵
・高
原
野
菜
・ｼ
ｸ
ﾗ
ﾒ
ﾝ
・
J
G
A
P
・ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾝ
ｼ
ｯﾌ
ﾟに
よ
る
専
門
知
識

国
東
・
杵
築
・
日
出
・
別
府

由
布
・
大
分
・
臼
杵
・
津
久
見

日
田
・
玖
珠
・
九
重

専
門
教
科
で
取
り
扱
う
主
な
学
習
教
材

宇
佐
産
業
科
学
高
校

国
東
高
校

日
出
総
合
高
校

大
分
東
高
校

津
久
見
海
洋
科
学
校

佐
伯
豊
南
高
校

三
重
総
合
高
校

三
重
総
合
久
住
校

日
田
林
工
高
校

玖
珠
美
山
高
校

地
域
区
分
と
産
業

農
業
大
学
校

- 3 -

［資料＿報告④］

-7-



［資料＿報告④］

-8-



 
 

国東高等学校における関係機関との連携例 

連携先： 合同会社アレグリー 
日 時： 平成２７年１２月１０日 
場 所： 国東市武蔵町手野 

   

概  要 ビニールハウスを利用したこねぎの周年施設栽培の見学及び実習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
内  容 

 三年生の課題研究にねぎ栽培のテーマを設定したことや、ねぎ栽培の農業法人への就職

を希望する生徒がいる事から、ねぎ栽培に係わる先進地研修を計画した。そのような中、

地元でこねぎ栽培を始めた合同会社アレグリー代表の谷口義樹さんの協力により、こねぎ

生産における経営計画等の説明や施設見学及び収穫・調整を体験することができた。当日

の内容は以下のとおりである。 
（講義内容） 

① 農業をするようになった動機 
② 現在の経営状況  
③ 今後の経営計画 

（実習体験） 
① こねぎの管理作業 
土壌消毒後に発生する雑草の種類及びその除去方法 

② 収穫・調整体験 
こねぎの収穫方法及び出荷前準備 

 
（講師）合同会社アレグリー代表 谷口 義樹氏（静岡県出身） 
（来歴）大学卒業と同時に移住し、平成２７年の春、国東市武蔵町の約５千㎡の畑を借り

てこねぎ生産を始めた。栽培から出荷までを一人で行い、主な出荷先はＪＡ国東で

ある。 
なお、会社の事業として、関アジ・関サバの卸売りも行っている。 

 
 
成  果 

○農業をはじめるようになった動機など、就農する際の情報を得ることができた。 
○講師の農業に対する姿勢を学ぶ中で、就農に対する自信と誇りに共感を持つことができ

た。 
○管理作業に関する技術指導で、除草作業の大切さなども学ぶことができた。 
○適期収穫の重要性や、少人数経営ならではの出荷方法、出荷先の選定など、栽培技術だ

けで無く、収穫後の販売までを学ぶことができた。 
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日出総合高等学校における関係機関との連携例 

連携先：宮川農園 

日 時：平成２７年１２月９日（水）  ９時４０分～１１時３０分 

場 所：杵築市大田 

 

概 要 

参加者：農業経営科２年食品製造類型生８名  引率教師２名   

 

宮川農園にて菌床栽培のキノコを収穫し、販売等の流通について説

明を受けた。 

 

 

 

 

 

 

内 容 

〔実習〕 

○菌床栽培のシイタケ・ナメコ・ヒラタケの収穫実習 

 ・それぞれのキノコに適した収穫方法についての説明。 

 ・商品としてのキノコの丁寧な扱い方についての説明。 

〔講義・説明〕 

○キノコの流通 

 ・キノコの販売先（市場・ホテル・飲食店）  

・キノコの品質管理の徹底 → 品質を保つことが信用維持。 

 ・注文への対応 → 不足分は他から購入してでも補う。 

○本校との関係 

 ・生徒の作った菌床ブロックを使って栽培。 

 ・宮川農園のシイタケを使った「しいたけ旨辛漬」の販売。 

○宮川さんについて 

 ・自己紹介を交えた家族紹介 

 ・宮川さんの経歴 

 

 

 

成 果 

○キノコを商品として販売するためのしっかりした技術や考え方

を学ぶことができた。 

○自分たちの作った菌床ブロックで栽培したキノコが消費者に届

くまでの大切さを学び、菌床ブロックの作成に今まで以上に真剣

に取り組むようになった。 

○農業をする難しさだけでなく魅力についても教わり、農業を進路

の １つに考えるようになった。 
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大分東高等学校における関係機関との連携例 
連携先： 大分市立小佐井小学校 
日 時： 平成２７年６月１５日（月） １４：５０～１５：３５ ※５・６年対象 

平成２７年１０月６日（火） １４：５０～１５：３５ ※４年対象 
場 所： 小佐井小学校 

概 要 
『小佐井小学校と大分東高校のエコ学習会』 
本校生徒がプロジェクト活動として取り組む「リボベジ活動」を通して、植物

の再生能力や環境への配慮について学ぶ。 

内 容 

１．実施内容 リボーンベジタブル活動の説明と体験による環境教育 
２．対象児童 小佐井小学校４年生から６年生全員  
３．本校生徒 園芸デザイン科２年４名（農業同好会） 
４．実施内容 

①はじめに ・小学校からの概要説明 
         ・高校生自己紹介 

②取組説明 大分東高校生によるリボベジの説明 
          ・リボベジとは 
          ・リボベジの具体的方法 
          ・リボベジの環境効果  など 
       ※プレゼンテーションとポスターセッション形式での説明 

③リボベジ体験 豆苗を使った水耕栽培 
④まとめ 

成 果 

○自らが取り組んでいるプロジェクト学習を小学生に発表することを通して、

自身の取組に対する振り返りにつながっている。 
○児童が興味関心を抱いた様子を実際に見ることで、活動を行う生徒たちの自

信につながっている。 
○生徒たちは、児童に分かり易く伝える工夫を思考することで、プレゼンテー

ション能力が培われた。 
○体験学習を通じて、自分よりも小さな子どもたちへのコミュニケーションの

取り方を学ぶことができた。 
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津久見高等学校海洋科学校における関係機関との連携例 
連携先：①大分県漁業協同組合臼杵支店、臼杵市（学校給食センター、産業観光課）、（う

すき海のほんまもん漁業推進協議会専門部会員） 
     ②大分県産業教育振興会、臼杵市港町商店街振興組合、㈱カスガ水産 
日 時：①9月中に試作、10月中に 5回に分けて生産、11月 6日の提供 

②10月 24日、11月 22日 
場 所：①（生産）津久見高校海洋科学校、（提供先）臼杵市内の全小中学校 
    ②ガレリア竹町（10/24）、港町商店街（11/22） 

概 要 
①「すり身コロッケ」3,500食分臼杵市内の全児童生徒の給食で提供 
②マグロ解体ショー 

内 容 

①臼杵産魚のブランド確立と地産地消を目的に設置されている「うすき海のほ

んまもん漁業推進協議会」の専門部会において、小中学校の給食で提供した

いという提案があった。9月中にタチウオとハモを原料とした「すり身コロ
ッケ」の試作、製品化に取り組み、11 月 6 日の給食で臼杵市内小中学校の
全児童生徒に提供。提供日には近隣の小学校に本校生が出向き、「すり身コ

ロッケ」の製造について話す時間を頂いた。 
②各機関の依頼を受け、「大分さんフェア」や「港町だよ！全員集合」におい

て、授業で行っている魚さばきの技術を利用し多くの県民の前で大型魚（マ

グロ）の解体ショーを披露する。 

成 果 

①タチウオ（約 1550尾）を使った製品製造を通じて、大量の魚をさばく実習
を行うことができ、技術の向上につながった。 
また、実習製品を通して地元小中学校の児童生徒に本校のことを知っても

らうことができた。 
②大勢の来場者を前にしたマグロ解体ショーを行うことで、技術の向上だけで

無く、解体ショーを解説する生徒もプレゼンテーション能力の向上につなが

った。 
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佐伯鶴岡・新佐伯豊南高等学校における関係機関との連携例 
学校名： 大分県立佐伯鶴岡・新佐伯豊南高校 
連携先： 佐伯海産・道の駅やよい、南部振興局など 
日 時： 5月 8日、6月 19日、9月 16，17，18日、10月 1，9，23，24，30日 
場 所： 佐伯海産・道の駅やよい、和楽、南部保健所、社会福祉事務所、教育事務所、

和楽、警察署、市役所など 

概 要 

 食農ビジネス科は６次産業化に対応できる人材の育成を目指しており、生

産・加工・販売を農業実習の柱としている。そこで、本校農業教育を地域の方

に理解して頂くと共に、販売についての学習を目的として、学校製作品の販売

実習を実施している。 

内 容 

 本校 3年生は、5類型（野菜・果樹・草花・食品製造・食品流通）に分かれ、
選択・課題研究・総合実習を行っている。それぞれの生徒が、生産のみならず

流通についても学ぶことを目的に販売実習を行っている。 
具体的には、食品流通以外の 4 類型の生産物を、地域の事業所や官公庁な

どに出向き、生産物の特性や生産したときの苦労した点などを説明しながら、

販売している。食品流通選択生は、4類型の生産物全ての販売を行い、加工品
の箱詰めやラッピングをするなど付加価値をつけ、つけない場合と売れ行きに

どのような違いがあるかなども研究している。 
食品流通選択生は、月に一回程度、野菜・果樹・草花選択生は、生産物の多

い 9月から 10月、食品製造選択生は、パンやクッキーを多く作ったときを中
心に行っている。 

成 果 

 学校内では、教師や友達としか接することがないが、外部販売をすることに

より接客とはどういうことかを肌で感じることが出来た。具体的には、販売す

ることの大変さ（簡単には売れない・言葉遣い）お客様に説明することの難し

さ（特性・栽培方法など）を知ることが出来た。このような経験が今後の学習

（課題研究発表など）に活かされるとともに、卒業後、進学・就職してからの

コミュニケーション能力の育成につながった。 
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三重総合高等学校における関係機関との連携例

連携先：有限会社 お花屋さんぶんご清川 代表取締役 小久保 恭一 氏

原尻の滝

日 時：平成２７年１１月９日（月）

場 所：大分県豊後大野市清川町

大分県豊後大野市緒方町原尻

概 要 『菊切り花（白色輪菊）の周年栽培技術と農業生産物の

流通開拓の戦略について』

お花屋さんぶんご清川の小久保恭一氏は、輪菊の周年モデル栽培をする

為に１０年前に大分県豊後大野市に移住。

生産だけでなく、白い輪菊を葬儀花として定着させる営業活動も勢力

的にこなし『菊こそが仏花』というイメージを日本に根付かせた方とし

ても有名。内 容

本研修では、設備や作業工程などを見学し、白色輪菊の周年栽培技術

や安定経営が営まれている仕組みなどを学習した。

午後は “原尻の滝”の農産物販売所において、農産物・農産加工品の、

リサーチを実施。

・生徒は、高軒高ハウスにより暖房費が節減される等の保温効果や、早朝

電照を行うことにより開花時期の揃いが向上することなど、最先端の技

成 果 術を目の当たりにして農業の奥深さを感じていた。

・短日処理の説明など、多くの生徒が高い関心を示していた。

・当該のクラスは農業に対する関心が強い生徒が多く、１２月に行われた

農業技術検定では４０人全員が合格した。
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三重総合高等学校久住校における関係機関との連携例 
連携先： (株)くしふるの大地  取締役 加島 輝光 氏 
日 時： 平成２７年１２月９日、１２月１６日 
場 所： 三重総合高等学校久住校  

概 要 

講義と実践指導（実技・プレゼン） 

第１回 絵を描くことの大切さ （２時間） 
第２回 店舗プランニング   （４時間） 

内 容 

農業生産物を作るだけではなくその生産物を売るためには場所が必要であ

り販売技術やマーケティングに関する知識が必要となる。店を持って自分達の

作った生産物を販売するためにはどのような店舗が必要になるか考える必要

がある。そこで、農業経営に係わる多方面からの知識を学ぶために外部講師を

招へいした。 
第１回目は、「自分達でデザインを考える必要がある。その前に、自分達で

絵を描くこと」を学習。 
第２回目は、「どのような店舗を販売するため持ちたいか自分達で考えてそ

のプランを練りデザインを作りそして班ごとにプレゼンするまで」の学習。 

成 果 

○日頃学んでいる農業を、デッサンの画法に関わる基本（直線、曲線の手法等）

から学ぶなど、普段とは全く異なる切り口から学習することで、意欲を持っ

て取り組むことができた。 
○自分が考える店舗のデザインについて、グループ学習を通じての学び合いか

ら班ごとの発表（プレゼン）までを学習し、様々なアイデアがあることや、

実際に自身が販売する時のイメージを強く持つことができ、今後の農業経営

に対する学習の意識を高めることができた。 
○実際の現場で活躍している方から、多角的な経営の手法を学ぶことができ、

将来の農業経営への意欲に繋がる端緒となった。 
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玖珠美山高等学校における関係機関との連携例 
連携先： イーグルファーム、農家レストラン「べべんこ」 鷲頭 将治氏 
日 時： 平成２７年 ９月 １４日（月） １４：１０～１６：００ 
場 所： 本校 会議室 
対 象： 地域産業科１年 ３９名 

概 要 
玖珠農業高校の卒業生であり、畜産、稲作、野菜、果樹等の栽培および農家

レストラン「べべんこ」を経営している鷲頭将治氏を招き、農業の役割、可能

性、仲間づくりについての講演および討論会を行った。 

内 容 

〇1時間目 講演 テーマ「食を担う」 
 （１）食料（食材）作っている（食を担っている） 
 （２）環境を守る 
 （３）学びの場としての農業 
  高校時代の体験談や、今、取り組んでいる農業経営や農家レストラン「べ

べんこ」の話を交え、農業の役割、可能性を生徒に感動を与えながら話して

くれた。 
〇2時間目  討論会 
 事前アンケート（自分の夢、将来の仕事、高校で頑張りたいこと等）を取り、

それに基づいて討論を行った。高校時代の頑張りが、将来の夢の実現に繋がっ

ていくことや、仲間づくりの重要性を熱く語ってくれた。生徒からの発言や質

問も多くあり和やかな雰囲気で行われた。  

成 果 

〇講師が卒業生であったこともあり、農業における起業の苦労や成功体験につ

いて語り合えたことで、農業経営に対する興味関心が高まり、将来の進路を

考えるよい機会となった。 
〇自身の農業経営に対する考え方や、畜産と農家レストランの経営における６

次産業化の可能性について話を伺うことができ、生徒は農業に対して大きな

夢を持って取り組める良い機会となった。 
〇討論会を通じて、他者の考えに触れ、自分を見つめ直す機会となった。また、

普段では聞くことができない、クラスメイトの農業に対する考え方を聞くこ

とで、仲間づくりも進んだ。 
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日田林工高等学校における関係機関との連携例 
連携先： 森林ネットおおいた 
日 時： 平成２７年８月２６日（水）～２８日（金） 
場 所： 大分県林業研修所   

概 要 
 
伐木等の業務に係る特別教育 

内 容 

参加者：林業科２年生（３６名） 

内容：１日目 高性能林業機械（グラップル・プロセッサー・油圧ショベル）

操作体験 

   ２日目 伐木等の業務に関する特別教育 

       関係法令・伐木作業に関する知識・チェーンソーに関する 

知識・振動障害およびその予防に関する知識 

   ３日目 チェーンソーの点検および整備 

       チェーンソーの操作 

       伐木実習    

成 果 

 
○資格取得につながる研修となるため、生徒も熱心に取り組んだ。 
○生徒全員が、実際に操作体験を実施したことで、伐木等の作業における高

性能林業機械の作業効果を体験することができ、資格取得の重要性を学ぶ

ことができた。 
○生徒の感想から、林業関連への仕事に対する十分な興味づけになったこと

が伺えた。 
○将来、関連の資格を活かせる仕事をしてみたいという意欲にもつながった。 
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宇佐産業科学高等学校における関係機関との連携例 
連携先： 宇佐産地域産業リーダー育成推進協議会 
日 時： 平成２７年６月２４日（水）、平成２７年１１月２０日（金） 
場 所： 大分県立宇佐産業科学高等学校  

概 要 
第１回協議会：委員の委嘱、設立目的・概要、計画等について協議 
第２回協議会：活動内容や成果及び今後の課題等について協議 
第３回協議会：年間活動の総括と次年度へ活動について協議（予定） 

内 容 

１ 第１回協議会 
平成２６年度に立ち上げた「宇佐産ビジネス人材育成推進協議会」をベ

ースに農業関係者等を新たに加え、本協議会を立ち上げた。委員の委嘱や

会の趣旨・目的、活動計画等について協議した。 
２ 第２回協議会 
委員より生徒の受入や事業推進に関わる具体的な意見があった。その中

から実現可能なものについて取り組むことにした。 
１）株式会社櫛野農園におけるコショウ苗栽培（2000本）とユズ胡椒加工

技術研修（グリーン環境科２年生２名、３日間就業体験） 
２）新規就農希望者バスツアー参加（グリーン環境科２年生１名） 
３）ポニーの調教と削蹄（グリーン環境科３年８名） 
４）レイシ、イチゴ、モモの栽培研修（講義、現地視察） 
５）（株）大分県畜産公社視察研修  
   

成 果 

 協議会の開催により、生徒の視察・就業体験研修の相談窓口や受入農家・

企業が明確になった。また、行政機関との連携により新規就農に関わる情報

も得やすくなった（例えば、行政の支援で１年生３名が宮崎県えびの市の畜

産農家に宿泊実習することが実現した）。こうした取り組みにより、日常の専

門学習や農業に対する進路意識の高揚を図ることが出来た。   

宮崎県えびの市の畜産農家に宿泊実習 
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大分県学校農業クラブ連盟における関係機関との連携例 
事務局： 宇佐産業科学高等学校 
連携先： 有限会社音や、ＩＶＹ総合技術工学院、県内農業関係高校（９校） 
日 時： 平成２７年６月２８日（日） 
場 所： 大分市府内町１丁目５番３８号  コンパルホール 

概 要 

平成 27 年度第 58 回九州学校農業クラブ連盟発表大会熊本大会出場者出場者、次

年度以降の選手並びに指導者の技術の向上を目的にプロのアナウンサーに発表技

術、ＩＶＹ総合技術工学院職員にプレゼンテーション技術の講義・指導を頂いた。 

内 容 

午前：発声・話し方の指導  
 １． 意見発表・プロジェクト発表の代表選手がそれぞれ発表 
 ２． 講師より発表者への指導内容 
   間の取り方、起承転結を明確にした表現、声の大きさ、イントネーション、 
 ３． 発声練習指導 
   母音・子音の訓練。舌の動かし方、腹式呼吸を使った発声、「あいうえおのうた」 
   で滑舌訓練 
午後：プレゼンテーションの作り方に関する指導 
 １． 発表者はそれぞれの発表を実施。各校がパソコン持参 
 ２． プレゼンテーションの構成に関する指導 
   プレゼンテーションは見ている人が主役。見る人にわかりやすく、伝わるプレ 
   ゼンテーションをすることが最重要である。見ている途中で画面が切り替わ 
   り、内容がわかりにくくなるプレゼンテーションにならないように画面のデー 
   タ量を工夫すること。使ってみたい機能、アニメーションをふんだんに使い、 
   全体の一貫性がなくなるのは本末転倒である。自己中心的なスライドにならな 
   いためにも、複数の人に「わかりやすいか」チェックをしてもらうことが望ま 
   しいなど。 

成 果 

細部にわたる指導をいただき、九州大会に向けた準備の参考になった。各指導事項は

昨年の研修でも指摘された事柄が多く、複数回参加している学校は県大会においてもハ

イレベルな発表ができていた。 

○九州大会では、プロジェクト発表区分環境で玖珠美山高等学校が最優秀を獲得 

○全国大会では、プロジェクト発表区分環境で玖珠美山高等学校が優秀を獲得 
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① 振興局 組織概要と主な業務（例） （北部振興局HP等 参考）

【振興局とは】
・大分県の地方機関として、県内６か所に設置されている。
・各地域における地域振興等に取り組んでいる。

【組織概要と主な業務】

※ 図中の 部分は、農林水産業系高校と連携が可能と思われる分野ゴシック

・振興局の総合窓口 ・災害本部対応総
・パスポート申請 ・選挙務
・県政相談 ・政治資金報告受付 など部
・情報公開

地 ・地域活性化に対する支援
・小規模集落の維持・活性化に向けた支援域
・地域に根ざした政策形成の推進振
・商工業の推進興
・ツーリズムの振興部

など・地産地消の推進

農 ・木材利用の推進・農林水産業関係各種補助金・融資事務
山 ・林業技術指導・水田対策

漁 ・椎茸技術指導振 ・異業種の農業参入支援

村 ・水産技術指導興 ・集落営農の推進

・そば など局 振 ・米・麦・大豆 技術指導 ・漁業調整

興 ・森林整備長
部

・農林水産業関係各種補助金生
・農産物の流通対策産

流 ・農業技術指導（野菜、果樹、草花、畜産、経営）
通 ・農業の担い手育成支援

など部 ・農業経営改善支援

・ほ場・農道整備農
・ため池・水環境整備林
・農村環境整備基
・農地防災盤
・治山部
・林道整備業務 など
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② 振興局 農林水産業関係部署の業務内容（例）

班 主な業務内容
地

・地域振興部 総合窓口域 地域振興班
・地域活性化に対する支援振

興 ・商工業の推進
部 ・ツーリズムの振興

・地産地消の推進

班 主な業務内容

・農産漁村振興部 総合窓口企画・農政班
・農林水産業関係各種補助金・融資事務
・水田対策

農 ・異業種の農業参入支援
山
漁 集落営農・水田班 ・集落営農の推進

・米・麦・大豆の技術、経営指導村
振

・森林整備興 森林管理班
部

・木材利用の推進林業・木材・椎茸班
・林業の技術、経営指導
・椎茸の技術、経営指導

・水産の技術、経営指導水産班
・漁業調整

※豊肥振興局・西部振興局では「農山村振興部 （漁村がないため）」

班 主な業務内容

・生産流通部 総合窓口企画・経営体班
生 ・農林水産業関係各種補助金
産 ・農産物の流通対策

・農業の担い手育成支援流
通

・畜産の技術、経営指導部 畜産班

・野菜の技術、経営指導野菜班

・果樹・草花の技術、経営指導果樹・花き班
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③ 振興局の配置状況（平成２８年度）

④ 振興局 農林水産業関係窓口 電話番号一覧（平成２８年度）

振興局 管内の高校 地域振興部 農山（漁）村振興部 生産流通部
東 部 国東 地域振興班 農山漁村振興部 企画・経営体班

0978-72-0857 0978-72-0409 0978-72-1141日出総合 企画・農政班
中 部 大分東 地域振興班 農山漁村振興部 企画・経営体班

097-506-5727 097-506-5732 097-506-5796海洋科学校 企画・農政班
097-506-5738水産班

南 部 佐伯豊南 地域振興班 農山漁村振興部 企画・経営体
企画・農政・水田班 ・畜産班0972-22-9073

0972-24-8645 0972-22-1195
豊 肥 三重総合 地域振興班 農山村振興部 企画・経営体班

0974-63-1291 0974-63-1172 0974-63-3177久住校 企画・農政班
西 部 玖珠美山 地域振興班 農山村振興部 企画・経営体班

0973-23-5739 0973-23-2217日田林工 企画・農政班
林業・木材・椎茸班
森林管理班

0973-22-2585
北 部 宇佐産業 地域振興班 農山漁村振興部 企画・経営体班

0978-32-1373 0978-32-0622 0978-32-1555科学 企画・農政班

●東部振興局

●中部振興局

●南部振興局●豊肥振興局

●西部振興局

北部振興局

●
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⑤ 高校から振興局に連絡等を行う場合の方法

ケース 方 法

振興局との連携実績が少ない場合

→ 振興局長①連携の依頼 校 長

又は

→ 生産流通部 部長副校長・教頭

農山漁村振興部 部長林業：

生産流通部 担当班 総括②インターンシップ・技術等の

企画・経営体班総括個別連携

↑ ↑②担当班紹介

①相談 ③対応依頼↓

副校長・教頭

直接相談↓

林業関係

農山漁村振興部企画・農政班総括

組織的な連携会を行う場合

→ 生産流通部①連携の依頼 副校長・教頭

企画・経営体班総括

農山漁村振興部林業：

企画・農政班総括

副校長・教頭②日程や内容など具体的な調整

調整指示

↓ 生産流通部

→ 企画・経営体班総括農 場 主 任

農山漁村振興部林業：

企画・農政班総括

連携会を実施しているなど、振興局との連携が十分になされている場合

→ 各類型の班総括①課題研究などへのアドバイス 農 場 主 任

生産流通部②インターンシップ先開拓、 副校長・教頭

又は → 企画・経営体班総括職員研修などの依頼

農 場 主 任

農山漁村振興部林業：

林業・木材・椎茸班 総括

→ 生産流通部相談・問合せ先がよくわからない場合 副校長・教頭

↑ 企画・経営体班総括

事前相談

農場主任 等
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大分県立国東高等学校 

        校訓 鍛え磨く 探る 挑む 
 
所 在 地 〒873-0503 
    大分県国東市国東町鶴川1974番地 
電話番号  0978-72-1325 
FAX番号  0978-72-1324 
U  R L http://kou.oita-ed.jp/kunisaki/ 
交通機関  JR杵築駅より大分交通バスで40分 
      国東行～国東高校前下車 

１ 設置学科・学年別学級数 

 1学年 2学年 3学年 
普通科 3学級 3学級 3学級 
園芸ビジネス科 1学級 1学級 1学級 
電子工業科 1学級 1学級 ― 
メカトロニクス科 ― ― 1学級 
情報システム工学科 ― ― 1学級 

２ 全校生徒数 

 男子 女子 合計 
1年 １０７ ８３ １９０ 
2年 ８４ １００ １８４ 
3年 １０６ ８７ １９３ 
合計 ２９７ ２７０ ５６７ 

３ 学校の特色 

(1)学校の歴史 
 平成17年 3月 高校改革推進計画により、国東農

工高、国東高、双国高を発展的に統合し、新設高

校を国東農工高の校地に設置することを決定 
 平成19年 3月 設置学科を、普通科3学級、園芸

ビジネス科1学級、メカトロニクス科1学級、情
報システム工学科1学級とする 

 平成19年 4月 新設高校開校準備室設置 
 平成19年10月 大分県立国東高等学校を設置 
 平成20年 3月 竣工式典を挙行 
 平成20年 4月 開校式、第1回入学式を挙行 
 平成24年10月 創立5周年記念式典を挙行 
 平成26年 4月 電子工業科1学級を設置 
(2)教育目標 
 「鍛え磨く 探る 挑む」の校訓のもと、平和を愛

し、人権を尊重する心豊かな、そして、実力と気品

を兼ね備えた若者を育成する。  
(3)教育方針 
 ①幅広い教養と学力を身につけ「生きる力」をつける。 
②人権を尊重し、他者を思いやる心を身につける。 

 ③自らを鍛え磨き、探り何事にも挑む精神を育成する。 

 

４ 学校生活 

(1)学習活動 
 普通科【きめ細かく徹底した進学指導】 
  ・一人一人の学力向上と進学希望を達成するため、

1 年次から応用クラスと標準クラスで編成し、
2・3年次では更にコース別に授業を行います。 

 専門科【専門性を高め、資格取得を推進する学習指導】 
・専門の基礎基本を大切にするとともに、高度な

知識や技術を習得させ、スペシャリストとして

活躍できる創造性豊かな人材を育成します。 
 (2)部活動 
☆体育部・・・野球・陸上・柔道・弓道・卓球・テ

ニス・バレーボール(女子)・バスケ
ットボール・サッカー・ウェイトリ

フティング 
☆職業部・・・工業技術・情報処理・バイオ・鑑定 
☆文化部・・・放送・文芸・将棋・茶華道・ESS 

美術・書道・JRC・新聞同好会 
(3)卒業後の進路 
【主な進学先】 
東北大、筑波大、東京学芸大、京都大、岡山大、
広島大、山口大、徳島大、愛媛大、高知大、九州
大、九州工業大、佐賀大、長崎大､熊本大、大分大
(医学科)、宮崎大、鹿児島大、琉球大、大分県立看
護科学大、北九州市立大、明治大、中央大、東京
理科大、日本体育大、日本女子大、立命館大、同
志社大、京都女子大、西南学院大、岡山理科大、
福岡大、中村学園大、日本文理大学、別府大、立
命館アジア太平洋大､防衛大学校、等 

【主な就職先】就職決定率100％ 
（県 外） 佐川急便（株）、JFEスチール（株）、
住友ゴム工業（株）、ダイハツ工業（株）、(株)デ
ンソー、東京電力（株）、(株)豊田自動織機、トヨ
タ自動車(株)、トヨタ自動車九州、日本特殊陶業
(株)、マツダ(株)、三菱電機(株)等 
（県 内） 大分キヤノン(株)、大分キヤノンマ
テリアル(株)、大分航空ﾀｰﾐﾅﾙ（株）、大分県農業
組合、九州電力（株）、山九(株)、ＪＸ日鉱日石金
属（株）佐賀関製錬所、（株）ジェイデバイス、昭
和電工(株)、新日鐵住金(株)、ダイハツ九州(株)、
日鐵住金テックスエンジ(株)、大分県警、国東市
消防、国東市役所等 
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所在地 〒879-1504

大分県速見郡日出町大字大神1396-43

(0977 72-2855電 話 番 号 ）

(0977 72-2655ＦＡＸ番号 ）

sogo/ＵＲＬ http://kou.oita-ed.jp/hiji
交通機関 ＪＲ日豊本線大神駅より徒歩８分

１．設置学科・各学年別学級数

１学年 ２学年 ３学年

農業経営 科 １学級 １学級 １学級

機械電子 科 １学級 １学級 １学級

総 合 学 科 ３学級 ３学級 ３学級

２．全校生徒数

男 子 女 子 合 計

１年 126 73 199

２年 119 69 188

３年 108 67 175

計 353 209 562

３．学校の特色

(1)本校のあゆみ

明治42年、日出町外４ヶ町村組合立女子実業補習

、 、学校として創立し 大正13年に県立日出高等女学校

。 、昭和23年に県立日出高等学校と改称しました また

平成9年に総合学科として現在の地へ移転、県立日出

暘谷高等学校へ、平成25年には県立山香農業高等学

校と発展的に統合し、２つの専門学科を加え総合選

択制の日出総合高校へと生まれ変わりました。本年

度で創立107年を迎える伝統と歴史のある学校です。

(2)本校の教育目標

知育・徳育・体育のバランスのとれた教育を実践

し、一人一人の個性の伸長を図るとともに、豊かな

人間性とグローバルな感覚を備え、国家や社会の発

展に貢献する人材を育成する。

(3)教育課程の特色や授業形態

農業経営科 園芸作物、きのこ栽培、食品製造な

どに関する科目を学習します。農業実習は山香農場

(旧山香農業高校)へスクールバスで移動し、実習用

の施設･設備を利用しながら学習を深めます。

機械電子科 機械や電気･電子に関する科目を学習

します。専門的な知識や技術の修得と同時に、各種

資格取得の取り組みをとおして実践的な技能も身に

つけます。

大分県立日出総合高等学校

校訓：向学・感謝・剛健

総合学科 ２年次より４系列に分かれ、多くの選

択科目の中から進路目標や興味関心に応じて自ら選

択します。また、少人数による授業が展開されるの

で、きめ細やかな指導が可能です。

４．学校生活

(1)生徒会活動

生徒会活動では、生徒会長を中心に副会長、書

記、各種委員長などにより各専門部が組織され、

体育大会、文化祭、ボランティア活動やクラスマ

ッチなど多くの学校行事を企画運営しています。

(2)部活動

自転車競技、野球、男子新体操、サッカー、バ

スケットボール、テニス、柔道、弓道、陸上、女

子バレーボール、女子ソフトボール、空手道、剣

、 、 、 、 、 、 、 、道 放送 音楽 美術 書道 家庭 農業 工業

商業、茶道、卓球などの部・同好会があり、高校

総体など、体育・文化の両面で活躍しています。

一昨年度末の全国選抜大会には、自転車競技部と

新体操部が出場し、自転車競技部は全国制覇を成

し遂げました。 (全国総体･全国選抜にて過去8回

全国優勝。多くのプロ選手を輩出しています。)

(3)学校行事

１学期は歓迎遠足、教育合宿、生徒総会、生徒

会リーダー研修会など。２学期は体育大会、暘谷

祭(文化祭)、ボランティア活動、ウォークラリー

など。３学期は百人一首大会、学修成果発表大会

などを催します。また、各学期末には全校でクラ

スマッチを行います。

(4)卒業後の進路

これまで就職では新日鉄住金、大分キヤノン、

大分キヤノンマテリアル、二階堂酒造など、地元

企業を中心に広範囲にわたっており、昨年も就職

希望者の全員(100％)が企業へ就職しています。進

学では大分大学、鹿屋体育大学、中央大学、法政

大学、立命館アジア太平洋大学、福岡大学、日本

大学等の四年制大学や各短期大学、各専門学校な

どに進学しています。
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大分県立大分東高等学校
校訓

自律・努力・友愛
所在地 〒870-0313

大分県大分市大字屋山２００９番地

電話番号 （０９７）５９２－１０６４

FAX番号 （０９７）５９２－１４３８

ＵＲＬ http://kou.oita-ed.jp/oitahigasi/

交通機関 ＪＲ坂ノ市駅～本校（大分バス）

大分駅～明野経由～本校（大分バス）

１．設置学科 各学年別学級数

１学年 ２学年 ３学年

園芸ビジネス科 １学級 １学級 １学級

園芸デザイン科 １学級 １学級 １学級

普通科 ３学級 ３学級 ３学級

２．全校生徒数（各学年別）

男子 女子 合計

１年 ９６ １０２ １９８

２年 ８８ ９５ １８３

３年 ８１ ９９ １８０

合計 ２６５ ２９６ ５６１

３．学校の特色

(1) 本校のあゆみ

大正9(1920)年に前身校が設立され、昭和39(1964)

年に現在の校名となりました。昭和54(1979)年に、日吉

原から緑豊かな屋山の高台に移転し、現在に至ってい

ます。広大な敷地に２面のグランド、集会場、ホール・Ｃ

ＡＩ教室・４つのセミナールームを備えた国際棟など、充

実した施設設備を備えており、申し分のない学習環境

にあります。また、平成25年度から園芸デザイン科およ

び園芸ビジネス科がそれぞれ１クラス設置され、農業棟

をはじめとした実習設備が新設されました。

(2) 大分東高校グランドデザイン

「知・徳・体の調和のとれた人間性豊かで、社会に貢献

できる人材の育成」を目指しています。

特色ある取り組みとして、ノーチャイム、１分間呼吸法、

朝読書、Ｍｅ(毎月考査)などを行っています。

(3) 教育課程の特色

本校は、総合選択制高校として3年目となりました。多

様化した進路希望に応じた科目選択をすることにより、

学習の理解度をより深めることができます。また、他学科

の学習内容を学ぶことでより広い知識や技術を習得す

ることができます。

普通科は、1年次はA･Bの2類型、2・3年次は文A･B、

理Bの3類型となります。進学から就職まで幅広い進路

目標に対応できるきめ細かなコースを設置して、生徒一

人一人の学力や進路に対応した学習指導を行っていま

す。また、将来を見通したインターンシップも実施してい

ます。

平成25年度に新設された農業系学科は、専門学習

を通して自己の可能性を伸ばし、自らの進路を切り拓く

力を培う教育を行います。園芸デザイン科は、花の栽培

やバイオテクノロジー、フラワーデザインなどに関する学

習を行います。園芸ビジネス科では、野菜栽培やパン、

ジャム等の加工品の製造などに関する学習を行いま

す。

４．学校生活

(1) 特別活動

ボランティア活動に、専門委員会として組織的・継続

的に取り組んでいます。募金活動への参加や、地域と

の連携による除草作業・花壇の整備、老人介護施設訪

問などに多くの生徒が参加しています。

(2) 部活動

体育系（１２）、文化系（７）、同好会（４）があります。中

でも女子ハンドボール部、女子ソフトボール部はかつて

全国制覇を成し遂げたこともあります。平成26年度全国

高校選抜大会に、男女ソフトボール部はそろって県１位

で出場しました。

(3) 学校行事

１年東魂プロジェクト(4月集団訓練・教育合宿)、春の

歓迎遠足、夏季補習､東輝祭(9月文化祭・体育祭)、雅

祭(1月百人一首大会)、強歩大会、小論文コンクールな

どが特徴的です。いずれの企画も生徒一人一人が積極

的に参加し学校生活を充実するよう工夫されています。

(4) 卒業後の進路

昨年度までは、就職する生徒は３割程度、大学・短大

・専門学校などに進学する生徒は７割程度でした。
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大分県立津久見高等学校海洋科学校

校訓〕 至誠 感動 進取〔
し せい かんどう しんしゆ

〒875-0011所 在 地

大分県臼杵市大字諏訪254-1-2

(0972)63-3678電話番号

(0972)63-3679F A X番号

http://kou.oita-ed.jp/kaiyoukagaku/Ｕ Ｒ Ｌ

ＪＲ熊崎駅より約３ｋｍ交通機関

ＪＲ臼杵駅より約４ｋｍ

１．設置学科・学年別学級数
科 海 洋 科 専攻科海洋科

学 年 １学年 ２学年 ３学年 １学年 ２学年

学級数 １学級 １学級 １学級 １学級 １学級

水産系高校卒業対 象 中学卒業

（4月10日現在）２．全校生徒数

合計
科 海 洋 科 専攻科海洋科

学 年 １年 ２年 ３年 １年 ２年

男 子 29 24 33 9 5 100

女 子 0 10 5 0 0 15

合 計 29 34 38 9 5 115

３．学校の特色
 学校づくりのキーワード

「 」と「 」信頼 チームワーク

 教育目標

○ 知的好奇心と活力をもって個性を発揮し、自

ら人生を切り拓くたくましい人間を育成する。

○ 水産・海洋教育の充実を図り、豊かな人間性

・確かな学力・高い専門性を習得し、水産・海

洋関連を中心とした産業社会を担う人材を育成

する。

（重点目標）

①生徒の生活リズムを見直し、実態に即した授業内

容及び指導方法を検討・改善することで、個に応

きめ細かい指導等を徹底し、基礎・基本の定じた

着ならびに学力の向上を図り、第一希望先の進路

達成を目指す。

端正な頭髪・服装、②実習船教育の意義を活用し、

挨拶、時間厳守などの望ましい態度教育を徹底す

ると同時に、健康・安全に配慮しつつ自らの生命

を守る生活習慣を身につけさせる。

生徒会活動・③水産・海洋関連産業との連携事業や

ボランティア活動・部活動などを通して社会性や

コミュニケーション能力を高める。

(写真上:H27/6/26ﾏﾘﾝﾋﾟｯｸ､写真下:H26/9/3第二次出港式)

４．学校生活
 学習活動

県下唯一の水産・海洋系学科を有する高校。

魚を獲り、育て、より美味しく加工し、それら

を販売する仕事に従事する人、船舶関係等の仕

事をする人を育てる。

本校では１年次に水産・海洋全般についての

基礎的な内容を学習し、２年次からは、専門的

な知識・技術を修得するために次の２つのコー

スに分かれている。

水産資源の管理、増養殖や〈生産技術コース〉→

水産物の生産・加工・流通に関する知識・技術

、 。を習得させ 水産業に従事する人材を育成する

船舶の運航に関する知識・〈船舶技術コース〉→

技術を習得し、内航海運業・船舶関連産業に従

事する人材を育成する 上級海技士免許取得(三。

級以上)を目指す者は、本科卒業後に専攻科へ

進学(入試有)することにより可能となる。

 取得可能な資格等

五級海技士(航海・機関)、小型船舶操縦士、各

種特殊無線技士、危険物取扱者、ボイラー取扱

、 、 、 、者 アーク溶接技士 潜水士 冷凍機械責任者

HACCP基本技能検定等

 卒業後の進路

・就職…水産庁等の官庁船やフェリー、海運会

社等の民間船舶職員、漁業や水産養殖

業、食品製造業等

平成26年度就職率100％
・進学…本校専攻科、大学水産学部、水産系短

期大学校、専門学校等

進学希望者に対して個人指導実施
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大分県立 佐伯豊南高等学校 

校 訓  真・凜・美 

所 在 地 〒876-0012   

大分県佐伯市大字鶴望 2851番地の 1 

電話番号  (0972)22-2361 

FAX 番号  (0972)22-2362 

U R L    http://kou.oita-ed.jp/saikihounan1/ 

交通機関  JR佐伯駅より 3.2㎞,上岡駅より 2.5㎞ 

           大分バス大手前バス停から2.0㎞ 

１ 設置学科 学級数  

        １学年   ２学年  ３学年 

食農ビジネス科 １学級   １学級 

工業技術科   １学級   １学級   

福祉科     １学級   １学級 

総合学科    ３学級   ３学級 

 

２ 全校生徒数(2015.4.9現在) 

学 年 男 子 女 子 合 計 

１ 年 １２０ １１１ ２３１ 

２ 年 ９３ １３６ ２２９ 

合 計   ２１３   ２４７   ４６０ 

３ 学校の特色 

学校の歴史 

平成 26 年 4 月、佐伯豊南高校と佐伯鶴岡高校を発

展的に統合し、大分県立佐伯豊南高等学校設立。 

食農ビジネス科・工業技術科・福祉科・総合学科 

の4学科を併設。 

教育目標 

１．知性、感性、規範意識を磨き、豊かな心を涵養。 

２．一人ひとりの生徒を大切に、きめ細かな指導を行い、   

進路希望を実現。 

３．今を懸命に生き、将来を逞しく生き抜く人間の育成。

教育課程の特色および授業形態 

総合学科 

人文・自然科学系列 

大学や看護系の上級学校への進学に必要な学力を身に

つけます。 

情報メディア系列 

情報処理に関する科目を中心に学習し、ビジネスの 

諸活動における能力や態度を身につけます。 

 

 
経営ビジネス系列 

流通や会計に関する科目を中心に学習し、ビジネス

の諸活動における能力や態度を身につけます。 

生活創造系列 

家庭に関する科目を中心に学習し、人間の生活を支

える基礎的･基本的な知識や技術を身につけます。 

食農ビジネス科 

生産・加工・流通･消費の学習と｢６次産業化｣に対応

できる知識・技能及び経営感覚を身につけます。 

工業技術科 

ものづくりに必要な設計･加工・組立・制御を学習

し、知識・技術及び実践的な態度を身につけます。 

福祉科 

社会福祉のスペシャリストとして知識･技術と心豊か

な人間性を身につけ、介護福祉士国家資格取得を目指

します。  

４ 学校生活 
特別活動 部活動では、多くの生徒が部活動に所属し

て放課後を中心に活動しています。 

＜運動部＞  レスリング、硬式野球、ソフトボー

ル、陸上競技、ソフトテニス、サッカー、バレー 

バスケット、バドミントン、弓道、剣道、卓球、

相撲 

＜文化部＞  農業、工業、茶道、美術、吹奏楽、 

レオクラブ、書道、家庭、放送、情報処理 

簿記、文芸 

年間の主な行事 

１学期 歓迎遠足、１年集団宿泊研修、クラスマッチ 

２学期 体育大会・文化祭クラスマッチ 強歩大会 

３学期 総合学科実践研究発表会、クラスマッチ 
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大分県立三重総合高等学校 

 

 
所在地  〒879-7141 

豊後大野市三重町秋葉 1010番地 
電話番号 0974-22-5500 
FAX番号  0974-22-4669 
URL  kou.oita-ed.jp/miesogo/ 
E-mail     a32670@oen.ed.jp 
交通機関 JR三重町駅から徒歩 20分 
 

１ 設置学科 

 １学年 ２学年 ３学年 

普通科（文理クラス） １学級 １学級 １学級 

普通科（総合進学クラス） １学級 １学級 １学級 

生物環境科 １学級 １学級 １学級 

メディア科学科 １学級 １学級 １学級 

 

２ 全校生徒数 

 男子 女子 合計 
１年(10期生) ５９ ８０ １３９ 
２年(9期生) ７３ ８６ １５９ 
３年(8期生) ６５ ７９ １４４ 
合計 １９７ ２４５ ４４２ 

 

 

３ 学校の特色 

●総合選択制で君の夢を実現しよう！ 

ここにはいろんな夢がある 

       －県下初の総合選択制－ 

 希望に応じた科目を自由に選択できます 

 例えば･･･ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
夢実現を  ガッチリ サポート！ 

●三重総合のキーワード 

鍛える  伸ばす  納得する 

  

 

・受験学力を身に付ける授業やセミナー 

・資格・検定対策のためのセミナー 

・強い体力とあきらめない精神力を培う学校行事 

・学力、資格などを数値ではっきり表現する指導 

・努力の成果がはっきり見える指導 

・一人ひとりが認められ、期待を実感できる指導 

・今の努力が将来につながる実感を持てる指導 

●三重総合はここを大切にします！ 

こんなオトナになって欲しいと願っています。 
   ①まわりの人から信頼される人 

   ②健康にいきいきと生活できる人 

   ③知識を持ち、目標に向かってがんばる人 

 

そのために

 

 勉強に真剣にがんばる 

 部活動に真剣にがんばる 

 礼儀をしっかり身に付ける 

 

 

ヤル気あふれる君を待っている！  

 本校は、普通科、農業系の生物環境科、商業系の

メディア科学科からなる総合選択制の学校です。進

学から就職まで、生徒の幅広い進路希望に対応して

います。 

大阪大学や神戸大学・九州大学等の難関校にも合

格実績を持つ普通科、九州全域で大ヒットした「甘

太くんパン」の開発や充実した資格取得指導を行う

商業系各学科、農業クラブ研究大会意見発表で最優

秀賞受賞者を輩出した生物環境科など、生徒の夢実

現のため学校全体で努力しています。あなたも、ぜ

ひ三重総合高校で勉強してみませんか。 

 

希望 誇り 克己 

大学進学をめざす人は  

   → 入試科目を集中して選択、学力向上 

  （探究英語Ⅰ、現代文研究、探究数学Ⅰなど） 

資格取得をめざす人は 

→ 資格がとれる科目を選択、上級資格にも挑戦 

（簿記、財務会計、ネットワークシステムなど） 

様々なことに興味がある人は 

→ 学科を超えて科目を選択、資格にも挑戦 

 （食文化、ビジネス基礎、生活と福祉など） 
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大分県立三重総合高等学校久住校 
   校訓 希望・誇り・克己 

所在地  〒878-0204 竹田市久住町栢木5801-32 
電話番号 0974-77-2200 FAX番号 0974-77-2272 
URL   http://kou.oita-ed.jp/miesogokujyuu/ 
交通機関 竹田交通 竹田～久住～直入支所線 
     都野高校前バス停 徒歩１分 

 
１．設置学科・各学年別学級数 
         １学年 ２学年 ３学年 
    農業科  １学級 １学級 １学級 
 
２．全校生徒数 
 男子 女子 合計 寮

生
数 

計 

男子寮 女子寮

１年 ２５ ５ ３０ １３ １

２年 １４ １２ ２６ ８ ７ 
３年 １６ ６ ２２ ５ １ 
合計 ５５ ２３ ７８ ３５ ２６ ９

  
３．学校の特色 
（１）本校のあゆみ 
 昭23年7月 大分県立竹田高等学校定時制都野分校 

 昭36年4月 大分県立竹田高等学校久住分校 

 昭45年4月 大分県立三重農業高等学校久住分校 

平18年4月 大分県立三重総合高等学校久住分校を併設 

 平20年4月 大分県立三重総合高等学校久住校  
（２）キャッチフレーズ 

『小さな学校の大きな希望』  
   久住校にある内外環境を最大限に活用して、生

徒を最大限に磨きあげます！ 

（３）教育目標 
  農業教育を推進し、優しさとたくましさを培い、地

域農業の発展と地域環境の保全に貢献するリーダーを

目指して力強く生き抜く若者を育成する。  
（４）めざす生徒像 
☆自ら学び、課題解決能力を身につけ、社会の変化に
応じて自らの判断で行動できる生徒 
☆夢や目標を見つけ、それに向かって自ら能力や適性
を伸ばし挑戦し続ける生徒 
☆豊かな人間性と自然を愛する心をもち、自律した社
会人として活躍できる生徒  

（５）教育課程 
  専門科目では農業科目を中心に学習しますが、「生活

と福祉」「フードデザイン」などの家庭科目も選択履修

できます。また、学校設定科目の中で「竹田くじゅう

学」などの地元学・環境教育にも取り組んでいます。  
（６）学校の特色 
魅力ある学校作りを目指した産官学連携事業の取

り組み「 新生・久住校の新たなる挑戦 」として次

の４つの項目を中心に取り組んでいます。 

① 高大連携の構築（宮崎大学農学部等との連携） 
② うし部の活性化として外部講師による招聘授業と講
義の強化 

③ 久住地域の特産作物栽培等の特化 
④ 将来の産業人育成のための大分県立農業大学校との
連携強化 

 
４．学校生活 
（１）学習活動 
 ○普通科目（４８単位）と専門科目（４１単位）のほ

かに、総合的な学習の時間（１単位）などを３年間

で学習します。 
 ○専門科目には、「作物」「野菜」「草花」「畜産」など

の農業科目と「子どもの発達と保育」「フードデザイ

ン」「生活と福祉」などの家庭科目があります。 
 ○「数学」「英語」では、習熟度別授業を実施。  
（２）特別活動 
 ○入山公墓清掃ボンラティア（5月）、生徒会奉仕活動
の大船山清掃登山（6月）や黒岳清掃登山（10月）
は６０年以上続けています。 

 ○地域清掃活動（公園・神社・国道沿の清掃活動）や

家庭クラブの老人ホーム訪問も３０年以上実施。  
（３）部活動 
 ○軟式野球部、うし部、農業鑑定部、農業愛好会、

JAMCLUBがあります。 
 ○農業鑑定部は、毎年全国大会に出場し、優秀な成績

を残しています。  
（４）学校行事 
 ○体育大会や学園祭、大船山・黒岳の清掃登山などの

奉仕活動のほか、多くの学校行事があります。 
 ○３月の野焼き体験実習は久住校ならではの行事です。  
（５）卒業後の進路 
 ○主な進学先 
  大分県立農業大学校、大分県畜産研修センター、別
府大学、別府溝部学園短期大学、各種専門学校 等 

 ○主な就職先 
  株式会社レゾネイト、大久保病院、九州ジージーシ
ー、コスモス薬品、佐川急便株式会社、福祉工場松
岡、別府中央病院、パルクラブ、農業法人等 
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        大分県立玖珠美山高等学校 

          校訓 自立・創造・協同 

 

所 在 地 〒879-4403 玖珠郡玖珠町帆足160 

 電話番号     (0973)72-1148 

 F A X 番 号     (0973)72-1149 

Ｕ Ｒ Ｌ  http://kou.oita-ed.jp/kusumiyama/ 

 交通機関 ＪＲ久大線豊後森駅から徒歩５分 

 

◆設置学科・各学年別学級数(平成27年度) 

 

◆全校生徒数（平成27年度） 

 １学年 ２学年 ３学年 合計 

普 通 科 ８４ ８７ １１４ ２８５ 

地域産業科 ３９ ３２ － ７１ 

生物生産科 － － １１ １１ 

食品化学科 － － ２１ ２１ 

合   計 １２３ １１９ １４６ ３８８ 

                          

◆スローガン 

 

 

 

 

◆学校教育目標(目指す学校像) 

  「自立・創造・協同」の校訓のもと、多様で変化

の激しい社会において、逞しく生き抜き、社会をリ

ードする生徒を育成し、「地域の学校」として、学校

の存在、生徒の存在が地域の活力の源となるよう、

地域に根ざし、地域に愛され、地域と共に成長する

学校を目指す。 

 

◆育成する生徒像 

  校訓の３つの力を身につけ、素直な心、感謝の気

持ち、高い意欲を持ち、自ら考え、自ら行動するこ

とで、地域を活性化し、社会に貢献する生徒を育成

する。 

 

◆特色ある教育活動 

 〇総合選択制科目の設置 

  学習内容の一部について、他の学科の学習内容も

選択できる制度がある。 

 

 

◆校訓の意味 

「自立」 

自ら学び、考え、判断し、常に前進する力 

「創造」 

自分と社会の幸せのために新しいものを生み出す力 

「協同」 

自ら人と協力し、お互いの心を合わせチームで働く力 

 

◆学科紹介(平成２８年度入学生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

◆目指す進路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １学年 ２学年 ３学年 

普 通 科 ３学級 ３学級 ３学級 

地域産業科 １学級 １学級 － 

生物生産科 － － １学級 

食品化学科 － － １学級 

Change → Chance → Challenge！ 

変化を機会に そして挑戦へ！ 

        〇進路希望に応じた文系・理系

の類型、個に応じた指導により、

第一志望の国公立大学、私立大 

学、短期大学、専門学校等への進学 

〇公務員、一般企業への就職 

普通科 

        〇農業学習と生産・加工・流通・

消費に関する知識・技能・経営

感覚を生かした農業の自営、農 

業専門職、農業関連産業への就職 

〇農業分野の専門的学習を生かした国公立農業系 

大学、農業大学校、短大等への進学 

地域 
産業科 

地域産業科 

普 通 科 
大学進学を中心とした幅広い進路希望に対応す

るため進路目標に応じたコースを設置し、基礎学力

の定着を図り、知識を活用する取組を通して問題解

決能力を身につけた人材を育成します。 

農業の基礎的学習を基に、野菜、畜産、食品製

造の専門的知識と技術力を習得し、経営や流通の

専門学習や総合選択制による、商業、情報等の幅

広い学習を通して地域産業に貢献する人材を育

成します。 
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大分県立日田林工高等学校 

校訓 勤勉･創造･敬愛 

所在地〒877-0083 大分県日田市吹上町 30 

電話番号  0973 (22)-5171  FAX 番号 0973 (22)-5173 

Ｕ Ｒ Ｌ  http://kou.oita-ed.jp/hitarinkou/ 

交通機関 ＪＲ久大線日田駅よりバス約 10分  

 

１. 設置学科 各学年別学級数 
          １学年 ２学年 ３学年 

【農業系】 林業科    １学級 １学級 １学級 

【工業系】 機械科    １学級 １学級 １学級 

電気科    １学級 １学級 １学級  

建築土木科  １学級 １学級 １学級 

 

２. 全校生徒数（各学年別） 

 男 子 女 子 合 計 

1 年 １３１ １８ １４９ 

2 年 １３８ １７ １５５ 

3 年 １４０ １７ １５７ 

合計 ４０９ ５２ ４６１ 

 

３. 学校の特色 

  『エコ社会に生かすものづくり 

匠の技の習得に挑戦する日田林工』 

 

1901(明治 34)年に創立され 114 年の歴史と伝統を

もつ農・工併設（農業系学科１学科、工業系学科３

学科）の学校です。卒業生は今春で23,300人を数え、

地元産業界をはじめ全国で幅広く活躍しています。 

 

＜学校教育目標と重点目標＞ 

民主的な国家・社会の有為な形成者として、自他

を敬愛し、勤勉さ、創造性に富み、心身ともに健全

な将来のスペシャリストを育成する。 

１．授業改善による基礎学力の定着と規律ある生

活習慣の確立により希望進路の達成を図る。 

２．体験学習を重視し「１．１」の精神で、もの

づくりや資格取得に挑戦させ、専門性を高める。 

３．人権を尊重する態度を育成し、特別活動を通

して調和のとれた人格形成を図る。 

 

＜実験・実習が特色です＞ 

教室では基礎・基本的知識を学び、実習棟では毎

週体験を主とした実習が行われます。小班に分かれ

実践的な技能･技術の習得に取り組み、さらに資格取 

得にもつなげています。各科独立した実習棟には最 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設備や実験装置を備え県内屈指の専門高校として

産業界の第一線で活躍する技術者が巣立っています。 

また、林業科では 77ha を有する三花演習林での 2

泊 3日の宿泊実習を在学中に４回行っています。 

 

４. 学校生活 

＜特別活動＞ 

○体育部(14) 

【野球･ソフトテニス･陸上競技･サッカー･柔道･

剣道･卓球･バレーボール･バスケットボール･バ

ドミントン･相撲･ソフトボール･弓道･フェンシ

ング同好会】 

○文化部(7) 

【吹奏楽・美術・放送・囲碁・ＪＲＣ・家庭クラ

ブ･英会話クラブ】 

○ものづくりや各種大会へ挑戦する専門部(5) 

【林業・機械・電気・建築・土木各クラブ】 

活躍の場が一層広がります。 

 

＜学校行事＞ 

 学科対抗の伝統の体育大会（10月）、学科やクラス

の特徴を活かした月隈祭（11 月）、また、毎月 15 日

を『人権の日』に定め、人権教育を推進しています。 

 

＜卒業後の進路＞ 

 毎年就職内定率１００％を達成しています。また、

国立大学への進学希望者や公務員希望者には個別指

導や特別補習を徹底して行っています。 

 

◇◇◇◇◇◇  中学生の皆さんへ  ◇◇◇◇◇◇ 

 高校選択で重要なことは、将来を見据え就職力や

進学力がどのように身につけられるかです。活気あ

ふれる高校生活で自分の可能性を引き出し確かな基

礎づくりをしましょう。また、就職を希望した全員

が就職できることも重要です。充実した教育環境や

最新設備を活用し生活を支える技術や資格を習得で

きる地域に愛されている『林工 (りんこう)』は皆さ

んの期待に十分応えられる専門高校です。 

林 業 科：『森林と環境を科学する学科』 

 機 械 科：『夢をかたちにする学科』 

 電 気 科：『電気エネルギーの有効利用に挑戦する学科』 

建築土木科：『快適で安全な生活環境を創造する学科』 
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１．設置学科  各学年別学級数 
 １学年 ２学年 ３学年 
グリーン環境科 １学級 １学級 １学級 
ビジネス管理科 １学級 １学級 １学級 
電 子 機 械 科 １学級 １学級 １学級 
生活デザイン科 １学級 １学級 １学級 
 
２．全校生徒数（各学年別） 

 男子 女子 合計 
１年 ８５ ７２ １５７ 
２年 ７８ ５７ １３５ 
３年 ８５ ４９ １３４ 
合計 ２４８ １７８ ４２６ 

 
３．学校の特色 
(1) 学校の歴史 
明治３４年５月３日、宇佐郡立農学校として創立さ

れ、その後幾多の変遷を経て平成５年より電子機械科

を設置し、大分県立宇佐産業科学高等学校と改称しま

した。平成１３年度より生活デザイン科が設置されま

した。平成２０年度から農業経営科と農業土木科を統

合したグリーン環境科への改編、そしてビジネス管理

科の新設により農業・工業・商業・家庭科を有する県

下唯一の専門４学科の総合選択制高校となりました。

本年度創立１１３周年の伝統誇る学校です。 

(2) キャッチフレーズ 
「 夢を拓く学校、夢が叶う学校 」 
(3) 教育方針 
①基本的生活習慣の確立 

②基礎学力の充実 

③進路達成への取り組みと充実 
④学校行事・部活動の活性化 

４．学校活動 

(1) 学習活動 

①実験・実習を取り入れた学習 

農業科・工業科・商業科・家庭科で学習する専門

教科の知識や技術を確実に身に付けるために、専門

科目に関する授業の半分は実験・実習を行います。 

 

 

②充実したインターンシップの実施 

２年次に３～５日間、各学科の専門性を重視した企

業・農家・介護を行う職場で体験実習を行い、働くこ

との意義や特に自分の将来について考えます 

③選択科目の増設 

２、３年次では、自分の興味・関心、希望進路等に

応じた選択科目の授業が受けられるようにしていま

す。 

(2) 特別活動 

農業・工業・商業・家庭の各クラブ活動は、それぞ

れの専門学習を深めるためにテ－マを定めて研究し、

その成果や技術を発表します。県大会、全国大会もあ

り、本校は毎年優秀な成績を納めています。 

(3) 部活動 

体育関係では、陸上、卓球、相撲、硬式野球、弓道、

テニス、バスケットボ一ルの各部があり、過去、相撲

部・弓道部は、インターハイ、国体等に出場し好成績

を残しています。さらに、相撲部においては、２名の

大相撲の三役力士を輩出しています。文化関係では、

新聞、書道、放送、ＪＲＣ、メカトロ、ＯＡ、農業ク

ラブ、茶道の各部があり、また人権問題研究会、美術

の各同好会も活動しています。 

（4）昨年度の実績 

   本校では、部活動、各学科で昨年度は下記の成績を

おさめました。 

 ○陸上部：県総体女子混成７種６位 
  ○弓道部：新人戦団体３位（九州大会出場） 
       新人戦個人男子２位（九州大会出場） 
  ○相撲部：県総体個人１００kg以上級１位、２位 
       ８０kg未満級３位（九州大会出場） 
  ○農業クラブ：県大会プロジェクト発表最優秀 
         県大会意見発表優秀（九州大会出場） 
  ○家庭クラブ：わが町わが駅お弁当コンテスト最優

秀 
(5) 卒業後の進路                  

就職をする生徒が９割程度、進学をする生徒が３割

くらいです。就職は、各学科の専門性を生かし、毎年

ほとんどの進路が決定しています。就職先の地区内訳

は、地元が９割以上を占め、県外は１割程度です。ま

た、進学の内訳は、４年制大学・短期大学が３割、各

種専修学校が７割の比率になっています。 

大分県立 

宇佐産業科学高等学校 

校訓：誠実・勤勉・奉仕 

所在地    〒 879-0471   大分県宇佐市四日市２９２番地 
電話番号   0978-32-0044 
FAX番号  0978-32-0624 
URL     http://kou.oita-ed.jp/usasangyoukagaku/ 

交通機関   大分交通バス勤労青少年ホーム下車 徒歩１分 

- 29 -

［資料＿報告④］

-36-



平成２８年度「大分スーパーサイエンスコンソーシアム」開始式について 
 

 

１ 目的  大分県の高校生の理数教育への興味・関心を喚起し，「大分県からノーベル賞科学者を！」の合

い言葉のもと，高い志をもった科学系人材を育成するため平成２２年度に「大分スーパーサイエ

ンスコンソーシアム」を設立した。これまでの成果を活かし，より充実した企画が実施できるよ

う，生徒・教員・研究者を始めとした関係者が一同に集う平成２８年度開始式を行う。 

 

２ 日時  平成２８年５月１４日（土） １３：３０～１６：１０ 

 

３ 場所  大分県教育センター  〒870-1124 大分県大分市旦野原８４７ ２  TEL:097-569-0118 

 

４ 参加者 

 

 

 

 

 

 

      

 

 来 賓  大学・企業・県関係，運営指導委員，教育委員会関係など２０名 

 関係校  大分舞鶴高校 管理職＋教諭１８名  生徒２０名 

 大分上野丘高校 管理職＋教諭８名   生徒２０名 コア４校 

 大分豊府高校 管理職＋教諭８名   生徒２０名 

 日田高校 管理職＋教諭1名    生徒１０名 

 中津南高校，宇佐高校，安心院高校，杵築高校，竹田高校， 臼杵高校， 

 佐伯鶴城高校，別府鶴見丘高校，大分南高校，大分西高校，大分鶴崎高校， 

 大分雄城台高校，国東高校，中津北高校，高田高校，日出総合高校, 大分東高校，由布

高校，津久見高校，三重総合高校，別府翔青高校，玖珠美山高校  

  生徒＋ 管理職，引率教員  約１５６名 

                                                     （参加生徒 ２６校 計２０２名予定) 

                             ※昨年度の参加生徒 １９校 計１６５名 

 

５ 日程 

 

 

 

 

 

時  間 内  容 

１３：３０～１５：００ 

 

 

 科学特別講演会 演題『 不可能立体の不条理の世界 
～脳はなぜだまされるのでしょうか～』 

講演者 明治大学 先端数理科学ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ  
特任教授  杉原 厚吉 先生 

１５：００～１５：１０  休 憩 

１５：１０～１６：１０ 

 

 

 

 

 

 

 開始式  ・開式のことば 

     ・生徒代表挨拶 

     ・事務局校校長あいさつ 大分舞鶴高校校長 

     ・教育委員会あいさつ 

     ・来賓あいさつ 

     ・参加校紹介 

     ・平成２７年度の取組概要紹介 

     ・平成２８年度の企画内容説明 

     ・ＯＳＳフェスタについて 

     ・科学の甲子園出場報告 

     ・閉式のことば 
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平成２７年度 大分スーパーサイエンスコンソーシアム概念図 

 

 
大分県からノーベル賞科学者を！ 

感動・挑戦の心をもつ科学技術のリーダーの育成 

「ＯＳＳコンソサポートネットワーク」構築 

大分スーパーサイエンスコンソーシアム 

【ＯＳ Ｓ コンソ】 

連
携
高
校
の
理
科
・
数
学
教
員 

県
教
委
・
大
学
・
企
業 

等 

教
材
開
発 

地
域
連
携 

人
材
育
成 

・世界で活躍する科学者を招待しての「科学講演会」 

・最先端科学技術に触れる２泊３日の「県外科学研修」 

・科学の魅力を体験する「ＯＳＳフェスタ」 

・１年生「グループ別課題研究」・２年生「個人グループ研究」 

・国際性を育成する「ＯＳＳ海外科学研修」 

・科学の魅力を全県に発信する「成果発表会」  など 

理科・数学に興味・関心のある高校生 理科・数学に興味・関心のある高校生 
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9:50 10:00

10:00 11:20

11:30 12:00

12:00 12:50

12:50 14:30

14:40 15:40

15:40 15:50
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